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北
朝
と
隱
逸

池

田

恭

哉

は
じ
め
に

『
北
史
』
と
『
南
史
』
で
は
、
隱
逸
傳
に
列
せ
ら
れ
る
人
物
の
數
に
大
き
な

差
が
あ
る
。
『
南
史
』
は
實
に
四
十
六
人
が
列
せ
ら
れ
る
の
に
對
し
、
『
北
史
』

は
わ
ず
か
七
人
が
列
せ
ら
れ
る
の
み
な
の
で
あ
る
。
個
別
の
王
朝
の
正
史
を
見

る
と
、
南
朝
で
は
『
陳
書
』
を
除
い
て
『
宋
書
』
隱
逸
傳
、
『
南
齊
書
』
高
逸

傳
、
『
梁
書
』
處
士
傳
が
あ
る
。
一
方
北
朝
で
は
、
『
魏
書
』
逸
士
傳
が
立
て

ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
わ
ず
か
四
人
を
列
す
る
に
過
ぎ
ず
、
『
北
齊
書
』
や
『
周

書
』
に
至
っ
て
は
、
隱
逸
傳
に
相
當
す
る
列
傳
す
ら
な
い
。

こ
う
し
た
南
北
朝
閒
で
の
相
違
に
關
連
し
て
、
南
北
兩
方
の
王
朝
に
仕
え
た

顏
之
推
が
興
味
深
い
發
言
を
し
て
い
る
。
彼
は
『
顏
氏
家
訓
』
終
制
篇
に
お
い

て
、
自
ら
の
一
生
を
總
括
す
る
形
で
、
自
身
が
本
來
は
す
べ
き
で
な
か
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
出
仕
し
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
の
で
あ
る
。

以
北
方
政
敎
嚴
切
、
全
無
隱
退
者
故
也
。

北
方
の
政
治
・
敎
化
は
嚴
肅
で
切
迫
し
て
お
り
、
全
く
隱
棲
す
る
者
が
い

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
は
南
朝
か
ら
北
朝
へ
と
流
轉
し
た
顏
之
推
の
實
感
が
こ
も
っ
た
、
貴
重

な
言
葉
で
あ
る
。
だ
が
「
嚴
切
な
政
敎
」
が
具
體
的
に
ど
う
い
っ
た
こ
と
を
指

し
、
ま
た
本
當
に
ま
っ
た
く
隱
棲
、
隱
逸
す
る
人
物
が
北
朝
に
い
な
か
っ
た
の

か
、
疑
問
が
生
じ
よ
う
。

こ
れ
ま
で
魏
晉
南
北
朝
期
の
隱
逸
を
め
ぐ
る

究
は
、
も
っ
ぱ
ら
南
朝
を
對

硏

象
と
し
、
北
朝
の
隱
逸
に
は
ほ
と
ん
ど
目
を
向
け
て
こ
な
か
っ
た
。
本
論
考
は
、

（
一
）

顏
之
推
の
言
葉
を
出
發
點
に
、
主
に
東
魏
・
北
齊
及
び
西
魏
・
北
周
を
中
心
と

し
た
北
朝
の
隱
逸
を
め
ぐ
る

況
に
つ
い
て
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

狀

一

北
朝
に
お
け
る
政
治
の
「
嚴
」

顏
之
推
が
北
朝
の
政
治
・
敎
化
を
「
嚴
切
」
と
言
っ
た
の
は
、
具
體
的
に
ど

う
い
う
事
實
を
指
し
た
の
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
『
魏
書
』
楊
椿
傳
の
楊

椿
の
言
葉
を
見
た
い
。
や
っ
と
の
思
い
で
致
仕
を
許
さ
れ
た
楊
椿
は
、
行
に
臨

ん
で
子
孫
に
訓
戒
し
て
言
う
。

北
都
時
、
朝
法
嚴
急
。
…
…
汝
等

若
萬
一
蒙
時
主
知
遇
、
宜
深
愼
言
語
、

脫

不
可
輕
論
人
惡
也
。

都
が
北
都
（
平
城
）
の
頃
、
朝
廷
の
法
制
は
嚴
肅
刻
急
で
あ
っ
た
。
…
…

北朝と隱逸
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お
前
た
ち
が
も
し
萬
一
に
も
時
の
君
主
の
恩
遇
を
蒙
れ
ば
、
ぜ
ひ
と
も
言

葉
を
し
っ
か
り
愼
み
、
輕
率
に
人
の
惡
い
と
こ
ろ
を
論
じ
て
は
な
ら
な
い

ぞ
。

ま
た
『
魏
書
』
高
允
傳
で
は
、
北
魏
初
め
の
嚴
し
い
法
制
の
中
で
、
高
允
が

長
年
に
わ
た
っ
て
一
度
も
處
罰
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
實
に
珍
し
い
こ
と
と
し

て
語
っ
て
い
る
。

魏
初
法
嚴
、
朝
士
多
見
杖
罰
。
允

事
五
帝
、
出
入
三
省
、
五
十
餘
年
、

歷

初
無
譴
咎
。

魏
初
の
法
制
は
嚴
し
く
、
朝
士
た
ち
は
多
く
杖
刑
に
處
さ
れ
た
。
高
允
は

代
五
人
の
皇
帝
に
仕
え
、
三
省
に
出
入
り
す
る
こ
と
五
十
餘
年
、
一
度

歷も
お
咎
め
を
被
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、
洛
陽
遷
都
以
前
の
北
魏
か
ら
、
北
朝
の
法
制
と
そ
の
適
用
は

嚴
し
く
、
楊
椿
が
子
孫
に
輕
率
な
發
言
を
愼
む
よ
う
特
に
訓
示
す
る
ほ
ど
に
、

當
時
の
朝
廷
に
は
張
り
つ
め
た
空
氣
が
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
張
り
つ
め
た
空
氣
は
、
顏
之
推
の
生
き
た
時
代
に
も
續
き
、
『
北

齊
書
』
や
『
周
書
』
、
さ
ら
に
北
齊
・
北
周
の
興
亡
の
顛
末
を
詳
細
に
綴
っ
た

盧
思
道
の
北
齊
・
北
周
「
興
亡
論
」
に
は
、
兩
朝
の
皇
帝
と
そ
の
朝
廷
の
「
嚴
」

（
二
）

な
る
樣
が
散
見
さ
れ
る
。

見
文
宣
政
令
轉
嚴
、
求
出
、
除
趙
州
刺
史
、
竟
不
獲
述
職
、
猶
爲
弄
臣
。

（
『
北
齊
書
』
徐
之
才
傳
）

文
宣
帝
の
政
策
法
令
が
ど
ん
ど
ん
嚴
し
く
な
る
の
を
見
て
、（
徐
之
才
は
）

外
任
を
申
し
出
、
趙
州
刺
史
に
除
せ
ら
れ
た
が
、
と
う
と
う
實
際
に
そ
の

職
に
就
く
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
側
近
の
臣
に
甘
ん
じ
た
。

但
政
苛
碎
、
暗
於
聽
受
、
降
年
不
永
、
期
歳
而
崩
。
（
「
北
齊
興
亡
論
」
、

孝
昭
帝
）

た
だ
（
孝
昭
帝
は
）
政
治
が
苛
酷
で
細
々
と
し
て
お
り
、
臣
下
の
言
葉
に

耳
を
貸
さ
ず
、
壽
命
は
長
く
は
な
く
、
一
年
し
て
崩
御
し
た
。

及
誅
護
之
後
、
始
親
萬
機
。
克
己
勵
精
、
聽
覽
不
怠
。
用
法
嚴
整
、
多
所

罪
殺
。
號
令
懇
惻
、
唯
屬
意
於
政
。
羣
下
畏
服
、
莫
不
肅
然
。
（
『
周
書
』

武
帝
紀
）

宇
文
護
が
誅
さ
れ
た
後
、
（
武
帝
は
）
自
ら
政
務
を
執
り
始
め
た
。
私
欲

を
抑
え
全
力
を
盡
く
し
、
政
務
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
法
律
の
適
用
は
き
わ

め
て
嚴
し
く
、
罪
刑
に
處
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
政
令
の
發
布
は
誠
懇

痛
切
で
、
ひ
た
す
ら
精
神
を
政
治
に
集
中
し
た
。
臣
下
た
ち
は
畏
れ
服
し
、

誰
も
が
肅
然
と
し
た
。

令
行
禁
止
、
内
外
肅
然
。
…
…
軍
令
肅
然
、
秋
毫
莫
犯
。
…
…
天
性
嚴
忍
、

果
於
殺
戮
、
血
流
盈
前
、
無
廢
飮
噉
。
（
「
北
周
興
亡
論
」
、
武
帝
）

（
武
帝
の
と
き
は
）
政
令
を
發
す
れ
ば
行
な
わ
れ
禁
令
を
施
せ
ば
止
み
、

内
外
は
肅
然
と
し
て
い
た
。
…
…
軍
令
は
肅
然
と
し
て
、
少
し
も
犯
則
す

る
者
は
な
か
っ
た
。
…
…
（
武
帝
は
）
生
ま
れ
つ
い
て
の
殘
忍
な
性
質
で
、

殺
戮
に
果
斷
で
、
血
が
目
の
前
に
溢
れ
て
い
て
も
、
酒
を
飲
む
の
を
や
め

は
し
な
か
っ
た
。

及
高
祖
崩
、
宣
帝
嗣
位
。
…
…
運
又
上
疏
曰
、
…
…
帝
亦
不
納
、
而
昏
暴

滋
甚
。
（
『
周
書
』
樂
運
傳
）

高
祖
が
崩
御
し
て
、
宣
帝
が
繼
位
し
た
。
…
…
樂
運
は
ま
た
上
疏
し
て
言

っ
た
、
…
…
帝
は
ま
た
も
聽
き
入
れ
ず
に
、
暗
愚
ぶ
り
暴
力
ぶ
り
は
い
よ

い
よ
甚
だ
し
く
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
記
事
や
、
北
齊
・
文
宣
帝
が
末
年
は
酒
浸
り
で
臣
下
を
斬
り
つ
け

た
話
な
ど
を
考
え
る
と
、
政
治
の
面
で
は
、
法
制
と
そ
の
適
用
の
苛
酷
さ
に
加

（
三
）

え
、
君
主
に
よ
る
横
暴
な
專
政
に
恐
怖
心
を
覺
え
る
臣
下
、
と
い
う
構
圖
を
顏

中国学の新局面
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之
推
は
「
嚴
切
」
と
評
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
も
そ
も
北
朝
で
は
、
皇
帝
を
中
心
と
し
た
中
央
集
權
へ
の
志
向
が
強
か
っ

た
。
次
の
北
周
・
武
帝
の
言
葉
は
、
そ
の
志
向
を
象
徴
す
る
。

（
高
祖
）
謂
曰
、
…
…
且
近
代
以
來
、
又
有
一
弊
。
暫
經
隸
屬
、
便
即
禮

若
君
臣
。
此
乃
亂
代
之
權
宜
、
非
經
國
之
治
術
。
詩
云
、
夙
夜
匪
解
、
以

事
一
人
。
一
人
者
、
止
據
天
子
耳
。
（
『
周
書
』
齊
煬
王
憲
傳
）

（
高
祖
）
が
言
っ
た
、
「
…
…
さ
ら
に

近
に
な
っ
て
、
ま
た
も
う
一
つ

の
弊
害
が
あ
る
。
暫
し
の
閒
あ
る
者
に
隷
屬
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
そ
の
者
と

君
臣
關
係
の
如
き
禮
を
執
る
。
こ
れ
は
實
に
亂
世
に
お
け
る
假
初
め
の
方

策
で
あ
り
、
國
を
治
め
る
政
治
の
や
り
方
で
は
な
い
。
『
詩
』
に
「
朝
か

ら
晩
ま
で
惰
る
こ
と
な
く
、
「
一
人
」
に
だ
け
お
仕
え
す
る
」
と
あ
る
。

「
一
人
」
と
は
、
た
だ
天
子
に
仕
え
る
の
み
で
あ
る
」
と
。

二

仕
官
へ
の
壓
力
―
―
北
周
・
明
帝
の
招
隱
詩

強
い
中
央
集
權
志
向
は
、
致
仕
に
も
影
響
し
た
。
老
齡
の
た
め
致
仕
を
強
く

願
い
出
た
北
周
の
于
謹
や
韋
孝
寬
は
、
武
帝
に
次
の
よ
う
に
拒
ま
れ
た
。

公
若
更
執
謙
沖
、
有
司
宜
斷
啟
。
（
『
周
書
』
于
謹
傳
）

公
が
假
に
さ
ら
に
謙
虚
な
態
度
を
執
っ
て
も
、
有
司
に
は
そ
れ
を
取
り
次

が
せ
な
い
。

往
已
面
申
本
懷
、
何
煩
重
請
也
。
（
『
周
書
』
韋
孝
寬
傳
）

先
に
も
う
致
仕
し
た
い
と
の
本
心
を
私
に
面
と
向
か
っ
て
口
に
し
た
の
だ

か
ら
、
ど
う
し
て
わ
ざ
わ
ざ
重
ね
て
（
致
仕
を
）
請
願
す
る
必
要
が
あ
ろ

う
。

致
仕
を
拒
ま
れ
た
例
は
、
他
に
も
北
周
・
北
齊
の
兩
王
朝
で
見
出
せ
る
。
も

（
四
）

ち
ろ
ん
致
仕
を
求
め
な
が
ら
拒
ま
れ
た
事
例
は
い
つ
の
世
に
も
存
在
し
、
こ
れ

ら
を
北
朝
だ
け
の
特
徴
と
は
で
き
な
い
。
だ
が
于
謹
や
韋
孝
寬
へ
の
武
帝
の
口

調
は
、
當
時
「
官
を
去
る
こ
と
」
が
嚴
し
く
拒
ま
れ
た
樣
を
示
す
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
「
官
を
去
る
」
こ
と
を
許
さ
な
い
北
朝
の
姿
勢
を
よ
く
示
す
も
の

に
、
出
仕
を
拒
む
韋
敻
に
贈
っ
た
北
周
・
明
帝
の
詩
が
あ
る
。
『
周
書
』
韋
敻

傳
に
見
え
る
こ
の
詩
は
、

初
の
四
句
で
隱
逸
に
つ
い
て
こ
う
説
き
起
こ
す
。

六
爻
貞
遯
世

六
爻
（
易
）
は
世
を
遁
れ
る
こ
と
を
貞
し
い
と
し

三
辰
光
少
微

三
辰
は
隱
者
の
少
微
の
星
を
輝
か
せ
る

（
五
）

潁
陽
讓
逾
遠

潁
水
に
て
耳
を
洗
っ
た
許
由
の
退
讓
は
ま
す
ま
す
遠
い
も

の

滄
州
去
不
歸

天
下
の
讓
渡
を
辭
し
た
滄
州
の
子
州
支
伯
は
去
っ
て
し
ま

っ
て
歸
ら
な
い

（
六
）

續
く
八
句
で
は
、
隱
逸
の
世
界
・
自
然
を
描
寫
し
、

後
は
隱
者
へ
思
い
を

馳
せ
る
。

香
動
秋
蘭
佩

芳
香
が
秋
蘭
の
香
り
の
す
る
佩
飾
か
ら
立
ち
上
が
り

（
七
）

風
飄
蓮
葉
衣

風
が
蓮
の
葉
の
よ
う
な
衣
を
翻
す

坐
石
窺
仙
洞

石
に
坐
し
て
仙
人
の
住
み
處
の
樣
子
を
窺
い

乘
槎
下
釣
磯

槎
に
乘
っ
て
釣
り
糸
を
垂
れ
る
磯
部
へ
下
る

嶺
松
千
仞
直

嶺
の
松
は
す
ら
っ
と
真
っ
直
ぐ
で

巖
泉
百
丈
飛

巖
の
泉
は
遠
く
ま
で
水
し
ぶ
き
を
飛
ば
す

聊
登
平
樂
觀

暫
し
平
樂
觀
に
登
っ
て

遠
望
首
陽
薇

遠
く
首
陽
山
で
薇
を
採
る
伯
夷
・
叔
齊
で
も
見
遣
ろ
う

以
上
の
よ
う
な
、
具
體
的
な
隱
逸
世
界
の
自
然
や
樣
子
の
描
寫
は
、
左
思
や

陸
機
ら
南
朝
の
「
招
隱
詩
」
（
『
文
選
』
卷
二
十
二
）
に
通
じ
る
。
だ
が
興
味

深
い
の
は
、
こ
の
明
帝
の
詩
と
南
朝
「
招
隱
詩
」
が
、
結
び
で
明
白
に
方
向
性
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を
異
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
ず
左
思
と
陸
機
の
「
招
隱
詩
」
の
結
び
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

躊
躇
足
力
煩

世
の
憂
い
の
中
を
彷
徨
す
る
う
ち
に
脚
力
が
弱
っ
て
し
ま

っ
た

聊
欲
投
吾
簪

暫
し
私
の
冠
を
留
め
る
簪
を
外
し
た
く
思
う
（
左
思
、
其

一
）

相
與
觀
所
尚

隱
者
と
と
も
に
自
身
の
是
と
す
る
と
こ
ろ
を
披
瀝
し
合
い

逍
遙
撰
良
辰

安
閑
自
在
と
し
て
よ
き
時
節
を
選
ぼ
う
（
左
思
、
其
二
）

富
貴
茍
難
圖

富
貴
と
は
實
に
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
も
の

稅
駕
從
所
欲

車
を
乘
り
捨
て
て
思
う
と
こ
ろ
に
從
お
う
（
陸
機
）

こ
の
よ
う
に
、
南
朝
「
招
隱
詩
」
で
は
、
結
び
で
作
者
自
身
が
隱
逸
に
傾
斜

し
、
隱
逸
へ
の
憧
れ
と
同
調
が
描
出
さ
れ
て
い
る
。

一
方
の
明
帝
の
詩
の
結
び
は
ど
う
か
。

詎
能
同
四
隱

ま
さ
か
商
山
に
隱
れ
棲
ん
だ
四
人
の
隱
士
の
よ
う
に

來
參
余
萬
機

世
に
出
て
來
て
私
の
政
治
に
參
畫
し
て
は
く
れ
ま
す
ま
い

四
隱
は
所
謂
「
商
山
四
皓
」
で
、
秦
の
暴
政
か
ら
逃
れ
、
漢
・
高
祖
の
再
三

の
招
き
に
も
應
じ
な
か
っ
た
隱
士
た
ち
と
し
て
知
ら
れ
る
。
だ
が
彼
ら
は
、
高

祖
が
太
子
を
廢
せ
ん
と
し
た
行
爲
に
忠
告
す
べ
く
、
一
度
だ
け
世
に
出
て
來
た

こ
と
が
あ
る
（
『
史
記
』
留
侯
世
家
）
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
明
帝
の
詩
の

結
び
は
、
「
商
山
四
皓
」
の
隱
士
と
し
て
の
側
面
で
は
な
く
、
世
に
出
て
來
た

事
實
の
方
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
招
隱
詩
」
の
本
來
は
、
小
尾
郊
一
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
『
楚
辭
』
招
隱
士
序
が
表
明
す
る
「
隱
士
を
招
く
」
と
い
う
意
圖
の

（
八
）

下
、
隱
逸
世
界
の
苦
し
さ
を
強
調
し
、
隱
士
を
出
仕
さ
せ
る
べ
く
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
南
朝
「
招
隱
詩
」
に
至
る
と
、
詩
題
こ
そ
隱
士
を
招
來

す
る
か
の
如
く
だ
が
、
そ
の
實
は

後
ま
で
隱
逸
へ
の
同
調
で
あ
り
傾
斜
で

あ
る
。

（
九
）ま

た
王
康
琚
「
反
招
隱
詩
」（
『
文
選
』
卷
二
十
二
）
に
は
、「
小
隱
隱
陵
藪
、

大
隱
隱
朝
市
（
「
小
隱
」
は
山
林
に
世
を
避
け
て
隱
れ
、
「
大
隱
」
は
世
閒
の

中
に
身
を
置
い
て
隱
れ
る
）
」
の
句
が
見
出
せ
る
。
こ
れ
は
左
思
や
陸
機
が
畫

く
山
林
で
の
隱
逸
で
は
な
く
、
世
に
居
り
な
が
ら
境
地
と
し
て
の
隱
逸
を
主
張

す
る
も
の
だ
が
、
自
身
の
思
い
に
從
う
「
自
得
」
の
境
地
を
追
求
す
る
點
で
、

左
思
や
陸
機
の
「
招
隱
詩
」
と
相
違
し
な
い
。
そ
の
身
を
ど
こ
に
置
こ
う
と
も
、

隱
逸
の
境
地
を
贊
美
し
て
い
る
點
は
共
通
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
明
帝
の
詩
の
結
び
の
二
句
は
、
南
朝
「
招
隱
詩
」
及
び
王
康
琚
「
反
招

隱
詩
」
の
い
ず
れ
と
も
異
な
っ
た
方
向
性
を
有
し
て
い
よ
う
。
そ
れ
は
韋
敻
が

「
自
得
」
の
境
地
に
生
き
る
こ
と
を
許
容
せ
ず
、
「
招
隱
詩
」
の
本
來
で
あ
る

隱
士
・
韋
敻
を
政
治
に
参
畫
さ
せ
る
意
圖
を
、
表
現
の
上
で
は
い
く
ら
か
オ
ブ

ラ
ー
ト
に
包
み
な
が
ら
も
、
明
確
に
打
ち
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ

の
事
實
か
ら
、
北
朝
に
お
い
て
隱
士
の
存
在
が
許
容
さ
れ
に
く
く
、
嚴
し
い
仕

官
へ
の
壓
力
が
存
し
た
こ
と
を
讀
み
取
る
の
は
、
こ
の
詩
が
皇
帝
の
作
で
あ
る

と
し
て
も
、
決
し
て
無
理
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
一
〇
）

ま
た
「
反
招
隱
詩
」
は
、
隱
逸
の
境
地
に
贊
同
し
つ
つ
も
、
「
招
隱
詩
」
の

如
く
山
林
に
身
を
避
け
る
態
度
は
「
小
隱
」
と
否
定
し
、
世
閒
に
居
り
な
が
ら

隱
逸
の
境
地
に
あ
る
こ
と
を
「
大
隱
」
と
肯
定
す
る
。
こ
う
し
た
意
識
は
、
仕

官
し
な
が
ら
精
神
的
に
隱
逸
の
境
地
に
あ
る
所
謂
「
朝
隱
」
の
態
度
へ
と
つ
な

が
り
得
、
そ
れ
は
南
朝
の
隱
逸
の
特
徴
と
し
て
擧
げ
ら
れ
る
。
で
は
仕
官
し
て

世
閒
に
居
る
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
た
北
朝
に
、
「
朝
隱
」
は
見
受
け
ら
れ
た

の
か
。

明
帝
に
詩
を
贈
ら
れ
た
韋
敻
は
、
度
重
な
る
招
聘
も
す
べ
て
斷
わ
り
、
次
の
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如
き
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

所
居
之
宅
、
枕
帶
林
泉
。
敻
對
翫
琴
書
、
蕭
然
自
樂
。
時
人
號
爲
居
士
焉
。

至
有
慕
其
閑
素
者
、
或
載
酒
從
之
、
敻
亦
爲
之
盡
歡
、
接
對
忘
倦
。
（
『
周

書
』
韋
敻
傳
）

住
ん
で
い
た
邸
宅
は
、
林
泉
に
接
し
て
い
た
。
韋
敻
は
林
泉
に
向
か
っ
て

琴
や
書
を
樂
し
み
、
悠
然
と
自
適
し
た
。
當
時
の
人
々
は
彼
を
居
士
と
號

し
た
。
彼
の
安
閑
質
素
な
樣
を
慕
う
者
が
、
酒
を
持
參
し
て
彼
に
付
き
從

う
こ
と
が
あ
れ
ば
、
敻
も
そ
れ
を
實
に
歡
び
、
應
對
に
倦
む
こ
と
が
な
か

っ
た
。

韋
敻
は
山
水
を
愛
し
隱
逸
の
志
向
を
有
し
、
官
職
に
も
就
か
ず
、
彼
を
慕
っ

て
集
っ
た
者
の
一
人
だ
っ
た
薛
裕
は
、
「
韋
居
士
と
い
う
人
は
、
退
い
て
は
山

や
谷
に
居
る
で
も
な
く
、
進
ん
で
は
朝
廷
に
居
る
で
も
な
い
（
至
如
韋
居
士
、

退
不
丘
壑
、
進
不
市
朝
）
」
（
『
周
書
』
薛
端
傳
附
弟
裕
）
と
評
し
た
。
こ
う
し

た
意
識
で
仕
官
す
れ
ば
、
そ
れ
は
「
朝
隱
」
の
態
度
に
近
づ
こ
う
。
だ
が
北
朝

で
そ
う
し
た
態
度
は
、
韋
敻
の
他
に
、
東
方
朔
の
陸
沉
の
態
度
を
思
慕
し
た
樊

遜
（
『
北
齊
書
』
樊
遜
傳
）
、
退
く
に
も
場
所
が
な
く
、
ま
た
仕
え
る
の
も
逡

巡
す
る
と
言
っ
た
王
晞
（
『
北
齊
書
』
王
昕
傳
附
弟
晞
）
な
ど
に
そ
の
一
端
が

う
か
が
え
る
程
度
で
、
甚
だ
少
な
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
朝
隱
」
は
、
自
ら
の
生
活
を
支
え
る
安
定
收
入
、
つ
ま
り
俸
祿

が
あ
っ
て
初
め
て
成
立
し
、
『
顏
氏
家
訓
』
な
ど
が
随
所
で
痛
烈
に
批
判
す
る

よ
う
に
、
南
朝
士
大
夫
の
生
活
は
俸
祿
に
賴
り
き
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
南
朝
士

大
夫
に
と
っ
て
は
、
山
林
で
辛
い
生
活
を
送
ら
ず
と
も
自
得
し
得
る
「
朝
隱
」

が
、

も
適
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
だ
が
北
朝
で
は
、
俸
祿
が
支
拂
わ
れ
な
い

時
期
が
長
く
、
ま
た
減
俸
も
度
々
實
施
さ
れ
た
。
彼
ら
に
は
朝
隱
、
す
な
わ
ち

（
一
一
）

安
定
し
た
俸
祿
に
賴
っ
て
精
神
の
充
足
を
追
求
す
る
よ
う
な
隱
逸
は
、
困
難
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

三

隱
逸
の
督
責
―
―
『
魏
書
』
逸
士
傳
序

北
朝
で
は
隱
士
に
仕
官
へ
の
壓
力
が
加
え
ら
れ
、
ま
た
仕
官
し
て
「
朝
隱
」

の
態
度
を
取
る
こ
と
も
難
し
か
っ
た
。
續
い
て
よ
り
廣
く
、
北
朝
が
隱
逸
を
ど

う
位
置
づ
け
て
い
た
の
か
、
『
魏
書
』
逸
士
傳
序
に
着
目
し
て
考
察
し
た
い
。

序
は
、
ま
ず
仕
官
と
隱
逸
の
閒
に
は
長
い

史
が
あ
る
と
言
い
、
續
い
て
伯

歷

夷
・
叔
齊
と
華
士
・
狂
矞
と
い
う
二
組
の
隱
者
を
擧
げ
て
、
前
者
が
隱
逸
し
な

が
ら
爲
政
者
に
咎
め
ら
れ
ず
、
後
者
が
隱
逸
を
理
由
に
殺
害
さ
れ
た
の
は
な
ぜ

か
、
と
設
問
す
る
。

蓋
兼
濟
獨
善
、
顯
晦
之
殊
、
其
事
不
同
、
由
來
久
矣
。
昔
夷
・
齊
獲
全
於

周
武
、
華
・
矞
不
容
於
太
公
、
何
哉
。

思
う
に
「
併
せ
て
世
も
救
う
」
こ
と
と
「
自
身
の
修
養
に
徹
す
る
」
こ
と

（
『
孟
子
』
盡
心
上
）
、
仕
官
と
隱
逸
の
相
違
は
、
そ
の
あ
り
方
が
同
じ

で
は
な
く
、
來

は
古
い
。
む
か
し
伯
夷
・
叔
齊
が
周
の
武
王
に
殺
害
さ

歷

れ
る
こ
と
な
く
、
華
士
・
狂
矞
が
太
公
望
に
容
れ
ら
れ
ず
殺
害
さ
れ
た
の

（
一
二
）

は
、
ど
う
し
て
か
。

そ
し
て
序
は
そ
の
問
い
に
、
次
の
よ
う
に
解
答
す
る
。

求
其
心
者
、
許
以
激
貪
之
用
、
督
其
迹
者
、
以
爲
束
敎
之
風
。

そ
の
隱
逸
の
心
情
を
汲
み
取
っ
た
の
は
、
貪
欲
の
風
を
抑
制
す
る
と
い
う

効
用
の
た
め
に
許
容
し
、
そ
の
隱
逸
の
行
動
を
督
責
し
た
の
は
、
そ
れ
を

名
敎
に
よ
る
管
理
と
い
う
風
敎
と
し
た
の
で
あ
る
。

「
貪
欲
の
風
の
抑
制
」
と
い
う
隱
逸
の
効
用
は
、
『
孟
子
』
萬
章
下
及
び
盡

心
下
「
伯
夷
の
風
聲
を
耳
に
す
れ
ば
、
頑
迷
貪
欲
の
人
閒
も
廉
潔
に
な
り
、
軟
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弱
無
能
の
人
閒
も
強
い
決
意
を
起
こ
す
（
聞
伯
夷
之
風
者
、
頑
夫
廉
、
懦
夫
有

立
志
）
」
に
始
ま
り
、
多
く
の
正
史
が
隱
逸
者
の
た
め
の
傳
の
序
で
述
べ
る
。

そ
の
一
方
で
、
『
中
外
日
報
』
社
説
「
隱
者
に
嚴
し
い
時
代
」
が
す
で
に
言
及

（
一
三
）

す
る
よ
う
に
、
爲
政
者
が
隱
者
の
行
動
を
風
敎
に
よ
る
引
き
締
め
と
し
て
督
責

す
る
こ
と
を
容
認
す
る
發
想
は
、
他
の
正
史
の
隱
逸
者
の
た
め
の
傳
の
序
に
は

見
ら
れ
ず
、
實
に
異
例
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

序
は
「
し
か
し
世
を
遁
れ
て
歸
ら
な
い
人
閒
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
い
た
（
而

肥
遁
不
反
、
代
有
人
矣
）
」
と
續
け
、
彼
ら
が
「
情
は
得
失
を
無
き
も
の
に
し
、

懷
い
は
憂
い
を
忘
れ
去
る
（
夷
情
得
喪
、
忘
懷
累
有
）
」
境
地
に
あ
っ
た
こ
と

を
述
べ
た
上
で
、
隱
逸
の
有
す
る
價
値
を
こ
う
評
す
る
。

比
夫
邁
德
弘
道
、
匡
俗
庇
民
、
可
得
而
小
、
不
可
得
而
忽
也
。

か
の
德
を
打
ち
立
て
道
を
押
し
廣
め
、
風
俗
を
匡
正
し
て
民
衆
を
庇
護
す

る
こ
と
に
比
す
れ
ば
、
意
義
が
劣
る
と
は
言
っ
て
も
、
忽
せ
に
し
て
は
な

ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

隱
逸
の
意
義
を
十
全
に
評
價
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
積
極
的
に
世
や
人

民
の
た
め
の
政
治
に
關
わ
る
態
度
と
比
較
し
、
そ
う
し
た
態
度
の
方
が
よ
り
意

義
を
有
し
て
い
る
と
認
定
し
た
上
で
、
そ
れ
で
も
隱
逸
に
無
視
で
き
な
い
面
が

あ
る
と
述
べ
る
。
例
え
ば
『
宋
書
』
隱
逸
傳
序
は
、
隱
逸
に
ラ
ン
ク
差
を
設
け

た
が
、
そ
れ
が
在
る
べ
き
隱
逸
の
意
義
の
主
張
の
た
め
だ
っ
た
點
は
揺
る
が

な
い
。
隱
逸
の
意
義
を
述
べ
る
べ
き
傳
の
序
で
、
こ
の
よ
う
に
隱
逸
を
相
對
的

（
一
四
）

か
つ
低
く
評
價
す
る
の
は
、
や
は
り
實
に
異
例
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
北
朝
で
は
、

あ
く
ま
で
實
際
に
政
治
に
參
畫
す
る
こ
と
が
隱
逸
よ
り
も
重
要
視
さ
れ
、
隱
逸

を
「
敎
化
」
の
名
の
下
に
嚴
し
く
制
限
す
る
風
が
あ
っ
た
こ
と
が
看
取
し
得
る

の
で
あ
る
。

確
か
に
『
魏
書
』
逸
士
傳
序
は
、
『
北
史
』
隱
逸
傳
序
で
補
っ
た
も
の
と
さ

れ
る
。
だ
が
例
え
ば
『
南
史
』
隱
逸
傳
序
が
『
南
齊
書
』
高
逸
傳
序
を
ほ
ぼ
そ

の
ま
ま
襲
う
よ
う
に
、
『
北
史
』
隱
逸
傳
序
に
北
朝
當
時
の
何
ら
か
の
ソ
ー
ス

が
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
を
以
て
現
行
の
『
魏
書
』
逸

士
傳
序
が
補
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
こ
ま
で
見
た
『
魏
書
』
逸
士
傳
序

に
、
北
朝
當
時
の
隱
逸
觀
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

先
に
檢
討
し
た
明
帝
の
詩
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
も
加
味
し
て
考
え
る
な
ら

ば
、
北
朝
で
は
常
に
仕
官
し
て
王
朝
に
奉
じ
る
こ
と
が
強
く
要
求
さ
れ
、
そ
こ

に
隱
逸
を
許
容
す
る
餘
地
は
少
な
く
、
隱
逸
す
ら
も
王
朝
に
よ
る
政
治
の
管
理

下
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
ま
っ
た
く
顏
之
推
の
言
の
如
く
、
北
朝
の
政
治
・
敎
化

は
嚴
切
で
、
官
を
去
る
と
い
う
選
擇
肢
を
取
り
に
く
い

況
に
あ
っ
た
と
考
え

狀

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、
北
朝
に
お
け
る
「
忠
」
と
「
孝
」

こ
こ
ま
で
、
北
朝
に
お
け
る
政
治
權
力
の
側
か
ら
の
、
積
極
的
に
政
治
に
關

わ
る
こ
と
の
要
求
と
、
そ
れ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
す
る
士
人
へ
の
壓
力
を
確
認
し

た
。
で
は
そ
う
し
た
壓
力
下
に
生
き
た
士
人
た
ち
は
、
ど
う
い
っ
た
意
識
で
そ

れ
に
對
峙
し
た
の
か
。

そ
も
そ
も
仕
官
か
ら
離
れ
る
こ
と
は
、
「
公
」
の
世
界
か
ら
「
私
」
の
世
界

へ
と
自
ら
の
生
の
立
脚
點
を
移
す
こ
と
を
意
味
す
る
。
す
る
と
そ
こ
か
ら
は
、

王
朝
へ
の
「
忠
」
と
家
へ
の
「
孝
」
の
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
か
、
と
い
う
問
題

が
生
じ
る
。
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
古
來
か
ら
盛
ん
な
議
論
が
あ
り
、
南
朝

に
つ
い
て
は
、
す
で
に
唐
長
孺
氏
「
魏
晉
南
朝
的
君
父
先
後
論
」
が
、
南
朝
で

（
一
五
）

は
基
本
的
に
「
孝
」
が
「
忠
」
に
優
先
さ
れ
た
こ
と
を
論
證
し
て
お
り
、
筆
者
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も
そ
れ
に
同
意
す
る
。
だ
が
唐
氏
は
北
朝
に
は
何
ら
言
及
し
な
い
た
め
、
北
朝

に
お
い
て
は
南
朝
に
反
し
て
「
忠
」
が
「
孝
」
に
優
先
さ
れ
た
こ
と
を
示
そ
う

と
思
う
。

『
北
齊
書
』
か
ら
は
、
東
魏
・
北
齊
に
お
い
て
王
朝
へ
の
忠
が
示
さ
れ
た
例

を
幾
例
か
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
注
目
し
た
い
の
は
、
仕
え
る

（
一
六
）

王
朝
と
自
ら
の
家
と
が
對
置
さ
れ
、
王
朝
に
忠
を
盡
く
す
こ
と
が
選
擇
さ
れ
て

い
る
と
い
う
事
實
で
あ
る
。
例
え
ば
世
宗
を
庇
っ
て
死
ん
だ
陳
元
康
は
、
詔
で

次
の
よ
う
に
稱
揚
さ
れ
る
。

進
忠
補
過
、
亡
家
徇
國
。
（
『
北
齊
書
』
陳
元
康
傳
）

忠
義
を
進
め
て
過
ち
を
補
い
、
家
を
亡
ぼ
し
て
國
に
殉
じ
た
。

こ
れ
は
「
詔
」
と
い
う
支
配
者
側
の
視
點
に
立
つ
も
の
で
、
自
ら
の
家
を
犠

牲
に
王
朝
へ
の
忠
を
盡
く
し
た
こ
と
を
顯
彰
す
る
の
は
當
然
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
被
支
配
者
自
身
も
、
王
朝
へ
の
忠
を
自
ら
の
家
に
優
先
さ
せ
る
意
識
を
表

明
す
る
。
北
周
と
北
齊
の
戰
い
で
、
降
伏
し
な
い
北
齊
・
傅
伏
に
對
し
て
、
北

周
が
彼
の
息
子
と
韋
孝
寛
を
説
得
に
遣
わ
し
た
と
こ
ろ
、
傅
伏
は
韋
孝
寛
に
對

し
て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
、
自
ら
の
息
子
を
批
難
し
た
の
で
あ
る
。

事
君
、
有
死
無
貳
。
此
兒
爲
臣
不
能
竭
忠
、
爲
子
不
能
盡
孝
、
人
所
讎
疾
。

願
即
斬
之
、
以
號
令
天
下
。
（
『
北
齊
書
』
傅
伏
傳
）

君
主
に
仕
え
て
は
、
殉
死
は
し
て
も
二
君
に
は
仕
え
な
い
。
こ
や
つ
は
臣

下
と
し
て
忠
義
を
竭
く
せ
ず
、
子
息
と
し
て
孝
行
を
盡
く
せ
ず
、
人
々
が

恨
め
し
く
思
う
も
の
だ
。
ど
う
か
す
ぐ
に
こ
や
つ
を
斬
っ
て
、
そ
れ
を
天

下
に
號
令
し
て
く
れ
。

西
魏
・
北
周
で
も
、
王
朝
へ
の
忠
の
心
は
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
裴
寛
（
字

長
寛
）
は
、
東
魏
に
捕
え
ら
れ
て
高
澄
に
見
え
る
。
裴
寛
の
立
派
さ
を
悟
っ
た

高
澄
は
、
彼
を
味
方
に
し
よ
う
と
口
説
く
が
、
裴
寛
は
脱
出
し
て
西
魏
に
歸
還

し
、
宇
文
泰
に
再
見
す
る
。
そ
の
裴
寛
を
宇
文
泰
は
こ
う
稱
贊
す
る
の
で
あ
る
。

裴
長
寬
爲
高
澄
如
此
厚
遇
、
乃
能
冒
死
歸
我
。
雖
古
之
竹
帛
所
載
、
何
以

加
之
。
（
『
周
書
』
裴
寛
傳
）

裴
長
寬
は
高
澄
に
か
く
も
厚
遇
さ
れ
た
の
に
、
何
と
死
を
冒
し
て
ま
で
私

の
下
に
歸
っ
て
來
て
く
れ
た
。
古
の
竹
帛
に
記
載
さ
れ
た
事
で
あ
っ
て
も
、

こ
れ
以
上
の
事
が
あ
ろ
う
か
。

こ
の
裴
寬
の
例
が
象
徴
的
に
示
す
よ
う
に
、
東
魏
・
北
齊
と
の
凄
ま
じ
い
攻

防
が
あ
っ
た
こ
の
時
代
、
二
君
に
は
仕
え
な
い
と
い
う
態
度
に
よ
っ
て
、
自
身

の
仕
え
る
王
朝
へ
の
忠
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
一
七
）

そ
し
て
、
先
ほ
ど
東
魏
・
北
齊
に
見
ら
れ
た
「
國
へ
の
忠
」
と
「
家
へ
の
孝
」

と
い
う
對
の
構
圖
は
、
西
魏
・
北
周
に
お
い
て
は
よ
り
明
確
と
な
る
。

及
孝
武
西
遷
、
事
起
倉
卒
、
信
單
騎
及
之
於
瀍
澗
。
孝
武
歎
曰
、
武
衞
遂

能
辭
父
母
、
捐
妻
子
、
遠
來
從
我
。
世
亂
識
貞
良
、
豈

言
哉
。
…
…
東

虛

魏
又
遣
其
將
高
敖
曹
・
侯
景
等
率
衆
奄
至
。
信
以
衆
寡
不
敵
、
遂
率
麾
下

奔
梁
。
居
三
載
、
梁
武
帝
方
始
許
信
還
北
。
信
父
母
既
在
山
東
、
梁
武
帝

問
信
所
往
、
信
答
以
事
君
無
二
。
梁
武
帝
深
義
之
、
禮
送
甚
厚
。
大
統
三

年
秋
、
至
長
安
。
自
以
虧
損
國
威
、
上
書
謝
罪
。
（
『
周
書
』
獨
孤
信
傳
）

孝
武
帝
の
西
遷
に
及
び
、
事
態
は
急
に
起
こ
っ
た
た
め
、
獨
孤
信
は
單
騎

で
瀍
澗
に
行
っ
た
。
孝
武
帝
は
感
歎
し
て
言
っ
た
、
「
武
衞
將
軍
・
信
は

す
ぐ
父
母
の
下
を
辭
去
し
、
妻
子
を
棄
て
て
、
は
る
ば
る
私
に
從
っ
て
く

れ
た
。
亂
世
に
こ
そ
素
晴
ら
し
い
貞
節
の
存
在
を
知
る
と
は
、
何
と

言
虛

で
な
い
こ
と
か
」
と
。
…
…
東
魏
は
ま
た
將
軍
の
高
敖
曹
・
侯
景
ら
に
群

衆
を
率
い
て
速
や
か
に
向
か
わ
せ
た
。
信
は
兵
數
が
少
な
く
敵
わ
な
か
っ

た
た
め
に
、
そ
の
ま
ま
軍
を
率
い
て
梁
に
奔
っ
た
。
梁
に
三
年
居
て
、
梁

・
武
帝
は
初
め
て
信
に
北
へ
戻
る
こ
と
を
許
可
し
た
。
信
の
父
母
は
山
東
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に
い
た
た
め
、
梁
・
武
帝
が
信
の
歸
還
す
る
先
を
問
う
と
、
信
は
二
君
に

仕
え
る
こ
と
は
な
い
と
答
え
た
。
梁
・
武
帝
は
甚
く
彼
の
忠
義
を
認
め
、

實
に
鄭
重
に
送
り
歸
し
た
。
大
統
三
年
の
秋
、
長
安
に
戻
っ
た
。
自
ら
國

の
威
信
を
損
な
っ
た
と
し
て
、
上
書
し
謝
罪
し
た
。

及
帝
入
關
、
事
起
倉
卒
、
辯
不
及
至
家
、
單
馬
而
從
。
或
問
辯
曰
、
得
辭

家
不
。
辯
曰
、
門
外
之
治
、
以
義
斷
恩
、
復
何
辭
也
。
…
…
趙
青
雀
之
亂
、

（
一
八
）

魏
太
子
出
居
渭
北
。
辯
時
隨
從
、
亦
不
告
家
人
。
其
執
志
敢
決
、
皆
此
類

也
。
（
『
周
書
』
盧
辯
傳
）

孝
武
帝
が
關
中
に
入
る
に
及
び
、
事
態
は
急
に
起
こ
っ
た
の
で
、
盧
辯
は

家
に
戻
る
暇
が
な
く
、
單
騎
で
帝
に
從
っ
た
。
あ
る
人
が
辯
に
「
家
を
辭

去
で
き
ま
し
た
か
」
と
問
う
た
。
辯
は
言
っ
た
、
「
家
の
外
の
事
柄
に
つ

い
て
は
、
忠
義
に
よ
り
恩
義
を
斷
絶
す
る
も
の
、
ど
う
し
て
辭
去
な
ど
し

ま
し
ょ
う
か
」
と
。
…
…
趙
青
雀
の
亂
で
、
魏
の
太
子
は
逃
げ
て
渭
北
に

い
た
。
辯
も
そ
れ
に
隨
行
し
、
ま
た
も
家
の
者
た
ち
に
告
げ
な
か
っ
た
。

彼
の
節
操
を
變
じ
な
い
果
斷
さ
は
、
ど
れ
も
こ
の
類
で
あ
っ
た
。

俄
而
孝
武
西
遷
、
俠
將
行
而
妻
子
猶
在
東
郡
。
滎
陽
鄭
偉
謂
俠
曰
、
天
下

方
亂
、
未
知
烏
之
所
集
。
何
如
東
就
妻
子
、
徐
擇
木
焉
。
俠
曰
、
忠
義
之

道
、
庸
可
忽
乎
。
吾
既
食
人
之
祿
、
寧
以
妻
子
易
圖
也
。
遂
從
入
關
。（
『
周

書
』
裴
俠
傳
）

閒
も
な
く
孝
武
帝
が
西
遷
し
、
裴
俠
は
從
お
う
と
し
た
が
妻
子
が
な
お
東

側
に
い
た
。
滎
陽
の
鄭
偉
が
俠
に
言
っ
た
、
「
天
下
は
正
に
亂
れ
、
烏
合

の
衆
は
ど
う
落
ち
着
く
か
わ
か
ら
な
い
。
妻
子
と
と
も
に
東
に
い
て
、
ゆ

っ
く
り
と
付
く
側
を
決
め
て
は
ど
う
か
」
と
。
俠
は
言
っ
た
、
「
忠
義
の

道
は
、
ど
う
し
て
忽
せ
に
し
て
よ
か
ろ
う
か
。
私
は
祿
を
頂
戴
し
て
い
る

か
ら
に
は
、
ど
う
し
て
妻
子
の
こ
と
で
計
畫
を
改
め
よ
う
」
と
。
そ
の
ま

ま
帝
に
從
っ
て
關
中
に
入
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
「
忠
」
と
「
孝
」
は
、
と
も
に
忽
せ
に
し
得
な
い
有
價
値
な
德
目

で
あ
っ
た
。
だ
が
自
ら
が
仕
え
る
王
朝
へ
の
「
忠
」
と
、
自
身
の
家
へ
の
「
孝
」

と
い
う
兩
德
目
が
衝
突
し
た
場
合
、
彼
ら
は
家
族
か
ら
た
だ
一
人
離
れ
て
自
ら

が
仕
え
る
王
朝
に
奉
じ
る
こ
と
を
厭
わ
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
北
朝
に
あ
っ
て
は
、

「
孝
」
に
對
し
「
忠
」
が
優
先
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
意
識
は
、
「
忠
」
と
「
孝
」
が
究
極
的
に
は
相
容
れ
な
い
と
す
る

認
識
へ
と
つ
な
が
る
。

遂
定
入
關
之
策
。
帝
以
顯
和
母
老
、
家
累
又
多
、
令
預
爲
計
。
對
曰
、
今

日
之
事
、
忠
孝
不
可
竝
立
。
然
臣
不
密
則
失
身
、
安
敢
預
爲
私
計
。
帝
愴

（
一
九
）

然
改
容
曰
、
卿
即
我
之
王
陵
也
。
（
『
周
書
』
宇
文
神
擧
傳
）

か
く
て
關
中
に
入
る
と
い
う
方
策
が
決
定
し
た
。
北
魏
・
孝
武
帝
は
、
宇

文
顯
和
の
母
が
老
齡
で
、
係
累
も
ま
た
多
い
た
め
、
事
前
に
家
の
た
め
の

手
配
を
さ
せ
た
。
宇
文
顯
和
は
そ
れ
に
應
じ
て
、
「
今
日
の
事
態
に
、
忠

と
孝
は
並
立
し
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
臣
下
は
言
行
に
至
ら
ぬ
點
が
あ
れ
ば

身
を
滅
ぼ
す
の
で
あ
り
、
ど
う
し
て
事
前
に
自
分
の
家
の
た
め
の
手
配
な

ど
致
し
ま
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
。
帝
は
肅
然
と
居
住
ま
い
を
正
し
、
「
君

は
朕
に
と
っ
て
の
王
陵
だ
」
と
言
っ
た
。

三
年
、
高
敖
曹
率
衆
圍
逼
州
城
、
杜
窋
爲
其
郷
導
。
企
拒
守
旬
餘
、
矢
盡

援

、
城
乃
陷
焉
。
企
謂
敖
曹
曰
、
泉
企
力
屈
、
志
不
服
也
。
及
竇
泰
被

絶
擒
、
敖
曹
退
走
、
遂
執
企
而
東
、
以
窋
爲
刺
史
。
企
臨
發
、
密
誡
子
元
禮

・
仲
遵
曰
、
…
…
且
忠
孝
之
道
、
不
可
兩
全
。
宜
各
爲
身
計
、
勿
相
隨
寇

手
。
但
得
汝
等
致
力
本
朝
、
吾
無
餘
恨
。
不
得
以
我
在
東
、
遂
虧
臣
節
也
。

爾
其
勉
之
。
（
『
周
書
』
泉
企
傳
）

（
大
統
）
三
年
、
高
敖
曹
が
軍
衆
を
率
い
て
州
城
を
圍
み
逼
り
、
杜
窋
が
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そ
れ
を
先
導
し
た
。
泉
企
は
十
日
餘
り
堅
固
に
守
っ
た
が
、
矢
は
盡
き
救

援
も
杜
絶
え
、
こ
う
し
て
城
は
陥
落
し
た
。
企
は
敖
曹
に
「
私
は
力
盡
き

た
が
、
服
從
す
る
つ
も
り
は
な
い
」
と
言
っ
た
。
竇
泰
が
捕
え
ら
れ
、
敖

曹
が
引
き
揚
げ
る
に
及
び
、
そ
の
ま
ま
企
を
捕
え
て
東
に
向
い
、
窋
を
刺

史
と
し
た
。
企
は
出
發
に
際
し
、
密
か
に
息
子
の
元
禮
・
仲
遵
を
誡
め
て

言
っ
た
、「
…
…
ま
た
忠
義
と
孝
行
の
道
は
、
兩
方
を
全
う
は
で
き
な
い
。

お
前
た
ち
は
ぜ
ひ
そ
れ
ぞ
れ
に
自
身
で
圖
り
、
賊
ど
も
の
手
下
に
は
な
る

な
。
た
だ
た
だ
お
前
た
ち
が
我
ら
の
本
朝
・
西
魏
の
た
め
に
力
を
盡
く
し

て
く
れ
さ
え
す
れ
ば
、
私
に
何
の
悔
い
も
な
い
。
私
が
東
に
居
る
か
ら
と
、

臣
下
と
し
て
の
節
義
を
闕
い
て
は
な
ら
ぬ
ぞ
。
お
前
た
ち
、
努
力
す
る
よ

う
に
」
と
。

邙
山
之
役
、
大
軍
不
利
、
宜
陽
・
洛
州
皆
爲
東
魏
守
。
崤
東
立
義
者
、
咸

懷
異
望
、
而
玄
母
及
弟
竝
在
宜
陽
。
玄
以
爲
忠
孝
不
兩
立
、
及
率
義
徒
還

關
南
鎭
撫
。
太
祖
手
書
勞
之
。
（
『
周
書
』
魏
玄
傳
）

邙
山
の
役
で
、
軍
は
勝
利
で
き
ず
、
宜
陽
・
洛
州
は
す
べ
て
東
魏
の
管
轄

と
な
っ
た
。
崤
東
の
義
擧
す
る
者
た
ち
は
、
誰
も
が
裏
切
り
を
謀
っ
た
が
、

魏
玄
は
母
と
弟
が
み
な
宜
陽
に
い
た
。
玄
は
忠
と
孝
は
兩
立
し
な
い
と
考

え
、
義
兵
た
ち
を
率
い
て
關
南
に
歸
還
し
、
そ
こ
を
鎭
撫
し
た
。
太
祖
は

手
ず
か
ら
書
を
し
た
た
め
て
彼
を
慰
勞
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
北
朝
で
は
「
忠
」
と
「
孝
」
は
並
立
し
得
な
い
と
い
う
認
識

が
あ
る
程
度
廣
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
「
忠
」
と
「
孝
」
の
一
方
の
選
擇
を
迫

ら
れ
た
と
き
、
彼
ら
は
や
は
り
「
忠
」
を
選
擇
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
東
魏
・
北
齊
及
び
西
魏
・
北
周
と
對
峙
し
て
い
た
南
朝
で
は
、

忠
孝
が
兩
立
し
得
な
い
と
す
る
立
場
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
で
は
わ
ず
か
一
例

し
か
見
出
せ
な
い
。

澄
之
弟
琨
之
爲
竟
陵
王
誕
司
空
主
簿
。
…
…
誕
之
叛
、
以
爲
中
兵
參
軍
。

辭
曰
、
忠
孝
不
得
並
。
琨
之
老
父
在
。
將
安
之
乎
。
誕
殺
之
。
（
『
南
史
』

宋
宗
室
及
諸
王
傳
上
・
營
浦
侯
遵
考
附
子
澄
之
）

澄
之
の
弟
の
琨
之
は
、
竟
陵
王
・
誕
の
司
空
主
簿
と
な
っ
た
。
…
…
誕
は

謀
反
に
際
し
、
彼
を
中
兵
參
軍
に
し
た
。
彼
は
そ
れ
を
辭
し
て
言
っ
た
、

「
忠
と
孝
は
並
立
し
得
ま
せ
ん
。
私
に
は
老
い
た
父
が
お
り
ま
す
。
父
を

置
い
て
ど
こ
へ
行
け
ま
し
ょ
う
か
」
と
。
誕
は
彼
を
殺
し
た
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
「
忠
」
と
「
孝
」
は
兩
立
し
な
い
と
認
識
し
な
が
ら
、

こ
こ
で
は
む
し
ろ
「
孝
」
を
持
ち
出
す
こ
と
に
よ
っ
て
「
忠
」
を
退
け
よ
う
と

す
る
意
思
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
引
用
し
て
き
た
人
物
の
う
ち
、
魏

玄
が
父
の
代
に
梁
か
ら
北
朝
へ
移
り
住
ん
だ
人
物
で
あ
る
以
外
は
、
み
な
元
來

か
ら
北
朝
の
人
閒
で
あ
っ
た
こ
と
を
も
考
え
れ
ば
、
こ
こ
に
南
朝
と
北
朝
に
お

け
る
、
「
忠
」
と
「
孝
」
の
位
置
づ
け
の
相
違
が
十
分
に
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
二
〇
）

確
か
に
傅
伏
は
結
局
北
周
に
仕
え
た
し
、
『
周
書
』
魏
玄
傳
は
「
崤
東
の
義

擧
す
る
者
た
ち
は
、
誰
も
が
裏
切
り
を
謀
っ
た
」
と
言
う
。
ま
た
北
朝
に
お
い

て
も
、
個
人
の
利
益
の
た
め
に
仕
え
る
王
朝
を
裏
切
っ
た
人
物
は
史
書
に
散
見

さ
れ
る
。
そ
し
て
王
朝
に
忠
を
盡
く
す
場
合
で
も
、
そ
れ
が
本
心
か
ら
で
は
な

（
二
一
）

く
、
あ
く
ま
で
打
算
で
あ
っ
た
可
能
性
を
、
『
周
書
』
司
馬
裔
傳
の
次
の
記
事

は
示
唆
す
る
。

十
五
年
、
太
祖
令
山
東
立
義
諸
將
等
能
率
衆
入
關
者
、
竝
加
重
賞
。

（
大
統
）
十
五
年
、
太
祖
は
山
東
の
義
擧
す
る
武
將
た
ち
の
う
ち
、
多
勢

を
率
い
て
關
中
に
入
る
こ
と
の
で
き
る
者
た
ち
に
、
多
く
の
報
償
を
與
え

た
。

支
配
者
の
側
か
ら
の
、
義
擧
し
て
味
方
し
て
く
れ
る
者
た
ち
へ
の
報
償
を
狙

っ
た
義
擧
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
だ
が
司
馬
裔
は
、
所
領
の
千
室
を
率
い
て
真
っ
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先
に
太
祖
の
下
に
至
り
、
太
祖
が
彼
を
封
じ
よ
う
と
し
た
の
を
固
辭
し
て
言
っ

た
の
で
あ
る
。

裔
固
辭
曰
、
立
義
之
士
、
辭
郷
里
、
捐
親
戚
、
遠
歸
皇
化
者
、
皆
是
誠
心

内
發
、
豈
裔
能
率
之
乎
。
今
以
封
裔
、
便
是
賣
義
士
以
求
榮
、
非
所
願
也
。

太
祖
善
而
從
之
。

司
馬
裔
は
固
辭
し
て
言
っ
た
、
「
義
擧
の
士
が
、
郷
里
を
辭
去
し
、
親
屬

た
ち
を
棄
て
て
、
は
る
ば
る
君
主
さ
ま
の
敎
化
に
歸
心
し
た
の
は
、
誰
も

が
誠
心
か
ら
の
自
發
で
あ
り
、
ど
う
し
て
私
が
引
き
連
れ
て
來
た
の
で
あ

り
ま
し
ょ
う
。
い
ま
私
を
封
じ
よ
う
と
な
さ
る
の
は
、
取
り
も
直
さ
ず
義

擧
の
士
た
ち
を
榮
譽
の
た
め
に
賣
り
渡
す
こ
と
に
な
り
、
私
の
望
み
で
は

あ
り
ま
せ
ん
」
と
。
太
祖
は
そ
れ
を
善
し
と
し
て
彼
に
從
っ
た
。

こ
う
し
た
彼
の
發
言
か
ら
、
や
は
り
仕
え
る
王
朝
に
忠
義
の
心
を
示
す
意
識
が
、

當
時
の
北
朝
士
人
の
閒
で
か
な
り
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
讀
み
取
れ
よ
う
。

ま
た
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
が
決
し
て
武
勇
を
好
ん
だ
北
朝
武

人
の
み
の
意
識
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
ま
で
引
用
を
重
ね
て
き

た
人
物
た
ち
の
多
く
に
學
問
の
素
養
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
彼
ら
の
傳
を
讀
め
ば

明
白
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
北
朝
で
は
自
身
の
保
身
よ
り
も
奉
じ
る
王
朝
へ
の
「
忠
」

を
重
ん
じ
る
傾
向
が
根
強
く
あ
り
、
た
め
に
そ
こ
か
ら
去
っ
て
隱
逸
す
る
氣
持

ち
が
生
じ
に
く
か
っ
た
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。

五
、
北
朝
と
山
水
―
―
祖
鴻
勲
の
書
簡

北
朝
で
は
、
政
治
權
力
か
ら
逃
れ
て
官
を
去
る
こ
と
が
困
難
で
、
か
つ
「
公
」

の
世
界
に
自
ら
の
生
を
奉
仕
す
る
意
識
が
根
強
か
っ
た
。
だ
が
そ
れ
で
も
な
お
、

「
公
」
の
世
界
た
る
官
か
ら
去
ろ
う
と
す
る
志
向
を
有
す
る
人
閒
が
、
北
朝
に

お
い
て
皆
無
で
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
か
ら
は
、
北
朝
の
隱
逸
の
具
體
例
を
見
て

い
き
、
そ
の
特
徴
を
南
朝
と
比
較
し
な
が
ら
考
察
し
た
い
と
思
う
。

北
朝
で
隱
逸
の
志
向
を
明
確
に
吐
露
し
た
人
物
と
し
て
、
ま
ず
北
齊
・
祖
鴻

勲
が
擧
げ
ら
れ
よ
う
。
『
北
齊
書
』
祖
鴻
勲
傳
に
は
、
彼
が
北
魏
の
滅
亡
期
に

官
を
去
っ
て
歸
郷
し
、
な
お
官
に
留
ま
る
陽
休
之
に
隱
逸
を
勸
め
て
送
っ
た
書

簡
が
載

さ
れ
て
い
る
。

錄

書
簡
は
、
家
の
貧
し
さ
と
親
の
老
い
を
歸
郷
の
理
由
と
し
て
擧
げ
、
郷
里
の

自
然
の
樣
子
と
そ
こ
で
の
充
實
し
た
暮
ら
し
ぶ
り
を
實
に
克
明
に
描
寫
す
る
。

そ
し
て
官
界
を
否
定
し
、
そ
こ
に
な
お
も
留
ま
る
陽
休
之
に
隱
逸
を
勸
め
て
こ

う
言
う
。

把
臂
入
林
、
挂
巾
垂
枝
、
攜
酒
登
巘
、
舒
席
平
山
、
道
素
志
、
論
舊
款
、

訪
丹
法
、
語
玄
書
、
斯
亦
樂
矣
。
何
必
富
貴
乎
。

手
を
取
り
合
い
林
に
入
り
、
頭
巾
を
垂
れ
た
枝
に
掛
け
、
酒
を
攜
え
峯
に

登
り
、
敷
物
を
山
の
平
地
に
廣
げ
、
平
素
の
懷
い
を
述
べ
、
舊
交
を
論
じ
、

煉
丹
の
術
を
探
り
、
玄
學
の
書
を
語
る
、
こ
れ
も
實
に
樂
し
い
で
は
な
い

で
す
か
。
富
貴
だ
け
が
樂
し
み
で
は
な
い
の
で
す
。

老
莊
の
思
想
に
基
づ
き
山
水
の
樂
し
み
の
境
地
に
滿
足
す
る
一
方
で
、
官
界

と
い
う
俗
な
る
世
界
と
價
値
を
拒
む
態
度
は
、
南
朝
士
大
夫
が
求
め
る
隱
逸
と

目
立
っ
て
相
違
は
し
な
い
。
ま
た
こ
こ
に
描
寫
さ
れ
る
山
水
は
、
小
尾
郊
一
氏

（
二
二
）

が
南
朝
の
影
響
下
に
あ
っ
て
特
に
新
し
さ
は
な
い
と
述
べ
る
の
が
當
た
っ
て
い

（
二
三
）

よ
う
。
し
か
し
自
然
へ
の
憧
憬
と
そ
こ
で
の
暮
ら
し
を
、
「
隱
逸
」
と
し
て
具

體
的
に
吐
露
し
描
寫
し
た
こ
の
書
簡
は
、
北
朝
に
お
い
て
非
常
に
稀
少
な
存
在

と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

山
水
は
、
後
漢
末
あ
た
り
ま
で
、
當
時
の
政
治
的
な
混
亂
を
避
け
る
場
と
し
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て
機
能
し
て
き
た
。
そ
れ
が
魏
晉
時
代
に
入
る
と
、
次
第
に
自
由
の
境
地
の
存

す
る
場
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
南
朝
で
は
、
山
水
の
世
界
が
隱

逸
と
密
接
に
結
び
つ
き
、
士
大
夫
た
ち
は
積
極
的
に
山
水
に
踏
み
行
っ
て
そ
の

情
景
を
詩
賦
に
詠
じ
た
。
つ
ま
り
山
水
が
、
鑑
賞
と
閑
居
の
對
象
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

（
二
四
）

で
は
北
朝
に
お
い
て
、
山
水
は
如
何
な
る
位
置
づ
け
だ
っ
た
の
か
。
北
齊
・

李
愍
が
山
林
に
隱
れ
た
こ
と
を
、
彼
の
傳
は
次
の
よ
う
に
傳
え
て
い
る
。

孝
昌
之
末
、
天
下
兵
起
、
愍
潛
居
林
慮
山
、
觀
候
時
變
。
（
『
北
齊
書
』

李
元
忠
傳
附
宗
人
李
愍
）

孝
昌
年
閒
の
末
、
天
下
に
兵
亂
が
起
こ
り
、
李
愍
は
林
慮
山
に
潛
伏
し
て
、

時
世
の
變
化
の
樣
子
を
窺
っ
た
。

こ
の
李
愍
の
よ
う
に
、
戰
亂
や
政
治
鬭
爭
に
よ
る
混
亂
が
生
じ
た
際
、
北
朝

に
は
官
を
去
っ
て
山
林
に
隱
れ
た
人
物
が
多
く
い
た
。
だ
が
そ
れ
は
、
あ
く
ま

（
二
五
）

で
時
局
判
斷
の
た
め
の
一
時
的
な
潛
伏
だ
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
隱
逸
を

求
め
て
山
林
に
隱
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
證
據
に
、
彼
ら
は
混
亂
の
收

束
と
と
も
に
世
に
出
て
再
び
出
仕
し
た
。
つ
ま
り
北
朝
お
け
る
山
水
は
、
一
時

的
に
危
險
か
ら
身
を
避
け
る
た
め
の
場
所
と
し
て
、
む
し
ろ
後
漢
末
あ
た
り
ま

で
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
面
が
大
き
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
北
朝
に
お
け
る
山
水
が
、
全
面
的
に
そ
う
し
た
位
置
づ
け
に
あ
っ

た
と
は
言
わ
な
い
。
北
朝
で
も
、
隱
逸
と
山
水
は
切
り
離
せ
な
い
關
係
に
あ
っ

た
。
例
え
ば
『
北
史
』
隱
逸
傳
に
列
せ
ら
れ
る
人
物
た
ち
の
數
人
は
、
實
際
に

仕
官
を
拒
ん
で
山
に
入
っ
た
し
、
特
に
馮
亮
は
山
水
を
愛
し
た
と
明
記
さ
れ
る
。

ま
た
『
魏
書
』
逸
士
傳
の
李
謐
に
は
、
自
然
を
鑑
賞
す
る
態
度
が
あ
っ
た
。
だ

（
二
六
）

が
逆
に
言
え
ば
、
馮
亮
や
李
謐
ら
以
外
に
は
、
隱
逸
者
の
た
め
の
傳
に
お
い
て

す
ら
、
山
水
に
閑
居
し
そ
れ
を
鑑
賞
す
る
態
度
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
そ
の
他
の

傳
に
至
っ
て
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
『
南
史
』
隱
逸
傳
に
列
せ
ら
れ

（
二
七
）

る
人
物
で
、
山
水
を
愛
好
し
た
と
明
記
さ
れ
な
い
人
物
は
ほ
と
ん
ど
お
ら
ず
、

ま
た
隱
逸
傳
以
外
に
お
い
て
も
山
水
の
愛
好
と
鑑
賞
の
態
度
が
随
所
に
見
受
け

ら
れ
る
事
實
と
は
、
大
き
く
相
違
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

（
二
八
）

こ
う
し
た
北
朝
に
お
け
る
山
水
の
位
置
づ
け
か
ら
す
れ
ば
、
隱
逸
と
山
水
を

結
び
つ
け
た
祖
鴻
勲
の
書
簡
は
、
非
常
に
稀
少
な
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
我
々

は
、
北
朝
が
隱
逸
の
選
擇
肢
を
取
り
に
く
い

況
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
て
い

狀

る
か
ら
こ
そ
、
官
を
去
り
、
山
林
に
身
を
置
い
て
隱
逸
の
境
地
を
吐
露
し
た
祖

鴻
勲
の
よ
う
な
人
物
が
北
朝
に
い
た
こ
と
に
は
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

だ
ろ
う
。

六
、
北
朝
の
知
識
人
に
お
け
る
隱
逸
へ
の
志
向

い
ま
一
つ
、
北
朝
の
隱
逸
に
つ
い
て
興
味
深
い
こ
と
は
、
官
を
去
っ
た
人
閒

た
ち
の
生
き
方
を
是
認
す
る
風
潮
が
、
北
朝
の
知
識
人
層
に
お
い
て
、
あ
る
程

度
の
集
團
性
を
持
っ
た
形
で
形
成
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
こ

と
を
、
い
く
つ
か
の
實
例
を
見
な
が
ら
示
し
た
い
。

ま
ず
は
北
朝
の
、
官
を
辭
し
て
後
は
死
ぬ
ま
で
仕
え
な
か
っ
た
人
物
を
三
人

ほ
ど
擧
げ
よ
う
。

公
緒
沉
冥
樂
道
、
不
關
世
務
、
故
誓
心
不
仕
。
…
…
公
緒
潛
居
自
待
、
雅

好
著
書
、
撰
典
言
十
卷
、
又
撰
質
疑
五
卷
・
喪
服
章
句
一
卷
・
古
今
略
記

二
十
卷
・
玄
子
五
卷
・
趙
語
十
三
卷
、
並
行
於
世
。
（
『
北
齊
書
』
李
渾

傳
附
族
子
公
緒
）

李
公
緒
は
道
を
樂
し
む
こ
と
に
沒
頭
し
、
社
會
の
實
務
に
は
關
心
が
な
く
、

そ
の
た
め
出
仕
し
な
い
と
心
に
誓
っ
た
。
…
…
公
緒
は
ひ
っ
そ
り
と
隱
居
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し
て
自
分
の
こ
と
に
專
念
し
、
平
素
か
ら
著
述
を
愛
し
て
典
言
十
卷
を
撰

し
、
ま
た
質
疑
五
卷
・
喪
服
章
句
一
卷
・
古
今
略
記
二
十
卷
・
玄
子
五
卷

・
趙
語
十
三
卷
も
撰
し
て
、
ど
れ
も
世
に
通
行
し
た
。

後
還
郷
里
、
閉
門
不
出
將
三
十
年
、
不
問
生

、
不
交
賓
客
、
專
精
覃
思
、

產

無
所
不
通
。
（
『
北
齊
書
』
馮
偉
傳
）

後
に
郷
里
に
戻
り
、
門
を
閉
ざ
し
て
三
十
年
近
く
外
に
出
ず
、
財

を
問

產

題
に
せ
ず
、
賓
客
と
交
流
せ
ず
、
精
神
を
集
中
し
て
深
く
思
索
し
、
通
じ

な
い
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

齊
亡
後
、
歸
郷
里
講
經
、
卒
於
家
。
（
『
北
齊
書
』
鮑
季
詳
傳
）

北
齊
が
滅
亡
し
て
後
、
郷
里
に
歸
っ
て
經
を
講
じ
、
家
で
亡
く
な
っ
た
。

彼
ら
は
官
を
去
っ
た
後
は
郷
里
に
歸
り
、
そ
こ
で
思
索
に
耽
っ
て
自
ら
の
是

と
す
る
こ
と
に
沒
頭
し
て
生
き
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
南
朝
の
隱
逸

者
が
自
然
に
踏
み
行
っ
て
そ
れ
を
鑑
賞
し
た
風
流
と
は
、
か
な
り
樣
子
を
異
に

す
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
彼
ら
は
極
力
世
閒
と
は
沒
交
渉
な
生
活
を
送
っ
た
。
だ
が
北
朝
に
お

い
て
、
官
を
去
っ
て
自
ら
の
是
と
す
る
と
こ
ろ
を
追
求
す
る
彼
ら
の
如
き
生
き

方
を
、
學
問
の
素
養
を
持
っ
た
人
物
た
ち
が
是
認
し
、
か
つ
共
有
す
る
風
潮
が

存
し
た
の
で
あ
る
。

先
に
祖
鴻
勲
の
書
簡
に
、
隱
逸
と
自
然
を
結
び
つ
け
る
思
想
を
見
出
し
た
が
、

そ
の
書
簡
の
相
手
・
陽
休
之
も
ま
た
、
隱
逸
と
無
關
係
で
は
な
か
っ
た
。
松
岡

榮
志
氏
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
陽
休
之
は
『
陶
淵
明
集
』
を
編
纂
し
、
自
ら
陶

淵
明
の
詩
文
を
好
ん
で
鑑
賞
し
た
旨
を
序
に
表
明
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

（
二
九
）

は
、
官
を
去
る
祖
鴻
勲
と
官
に
留
ま
る
陽
休
之
と
い
う
、
一
見
相
反
す
る
者
同

士
の
閒
で
の
書
簡
が
、
隱
逸
の
志
向
を
決
し
て
拭
い
去
れ
な
い
知
識
人
の
意
識

と
い
う
、
共
通
の
土
壤
の
上
に
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い

か
。
よ
り
踏
み
込
ん
で
言
う
な
ら
ば
、
祖
鴻
勲
と
陽
休
之
は
と
も
に
北
朝
第
一

級
の
知
識
人
と
言
っ
て
よ
い
が
、
彼
ら
北
朝
の
知
識
人
層
の
閒
で
は
、
や
は
り

官
を
去
ら
ん
と
す
る
志
向
が
常
に
存
し
て
い
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

次
に
『
北
史
』
隱
逸
傳
の
崔
廓
を
見
た
い
。

初
爲
里
佐
、
屢
逢
屈
辱
、
於
是
感
激
、
逃
入
山
中
。
遂
博
覽
書
籍
、
多
所

通

、
山
東
學
者
皆
宗
之
。

涉初
は
里
佐
に
任
じ
ら
れ
た
が
、
し
ば
し
ば
屈
辱
に
遭
い
、
そ
こ
で
發
憤

し
て
山
中
に
隱
れ
入
っ
た
。
そ
の
ま
ま
書
籍
を
た
く
さ
ん
讀
み
、
多
く
の

分
野
に
通
じ
た
の
で
、
山
東
の
學
者
た
ち
は
誰
も
が
彼
を
宗
師
と
仰
い
だ
。

山
中
に
入
っ
た
崔
廓
を
、
山
東
の
學
者
た
ち
が
こ
ぞ
っ
て
宗
師
と
仰
い
だ
こ

と
は
、
當
時
の
知
識
人
層
に
、
彼
の
よ
う
な
官
を
去
っ
た
と
こ
ろ
で
學
問
に
生

き
る
態
度
を
許
容
し
稱
贊
す
る
意
識
が
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。

ま
た
す
で
に
言
及
し
た
馮
偉
は
、
あ
た
か
も
人
と
一
切
の
交
流
を
斷
っ
て
い

た
か
の
如
く
だ
が
、
傳
に
據
れ
ば
、
彼
の
下
に
は
郡
守
・
縣
令
か
ら
季
節
ご
と

の
羊
や
酒
、
門
徒
た
ち
か
ら
の
報
酬
が
届
け
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
を
彼
は
一
切
受

領
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
も
ま
た
、
彼
の
官
を
去
っ
て
自
ら
の
學
問

に
打
ち
込
む
態
度
が
敬
慕
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

北
周
で
は
、
韋

と
そ
の
周
邊
の
行
動
が
目
を
引
く
。
す
で
に
紹
介
し
た
よ

敻

う
に
、
韋

は
山
水
を
愛
し
隱
逸
の
志
向
を
有
し
、
彼
を
慕
っ
た
者
が
相
當
數

敻

い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
中
の
一
人
と
し
て
す
で
に
登
場
し
た
薛
裕
が
、

疾
病
に
よ
り
そ
の
四
十
一
年
の
生
涯
を
閉
じ
る
と
、「
文
章
の
士
た
ち
が
數
人
、

彼
に
誄
文
を
物
し
た
（
文
章
之
士
誄
之
者
數
人
）
」
の
で
あ
る
。
彼
の
傳
の
ほ

と
ん
ど
は
、
韋

の
生
き
方
を
慕
っ
た
樣
で
占
め
ら
れ
、
恐
ら
く
こ
の
誄
文
を

敻

物
し
た
文
章
の
士
た
ち
も
、
そ
う
し
た
薛
裕
の
認
識
を
評
價
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
閒
接
的
に
は
韋

の
よ
う
な
生
き
方
を
是
認
し
て
い

敻
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た
こ
と
を
も
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
文
人
層
に
支
持
者
を
有
す
る
韋

だ
か
ら

敻

こ
そ
、
明
帝
は
先
に
見
た
よ
う
な
詩
を
彼
に
贈
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
つ
ま
り

韋

を
招
聘
す
る
こ
と
で
、
彼
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
を
取
り
卷
き
思
慕
す
る
知

敻
識
人
層
を
も
政
治
權
力
の
中
に
取
り
込
も
う
と
い
う
明
帝
の
意
圖
も
、
あ
の
詩

に
は
見
出
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
北
朝
に
お
け
る
政
治
權
力
に
よ
る
隱

逸
の
管
理
と
い
う
視
點
に
連
な
る
で
あ
ろ
う
。

殘
念
な
が
ら
、
以
上
に
紹
介
し
た
隱
逸
の
志
向
を
有
す
る
人
物
た
ち
の
傳
は
、

彼
ら
が
隱
逸
に
踏
み
切
っ
た
直
接
的
な
理
由
を
あ
ま
り
語
っ
て
は
く
れ
な
い
。

そ
こ
に
は
、
祖
鴻
勲
と
陽
休
之
に
共
通
す
る
陶
淵
明
の
影
響
が
端
的
に
示
す
南

朝
文
化
の
影
響
、
あ
る
い
は
崔
廓
が
發
憤
す
る
要
因
と
も
な
っ
た
北
朝
が
抱
え

た
政
治
の
問
題
の
影
響
な
ど
が
、
多
樣
か
つ
複
雜
に
絡
み
合
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
。
だ
が
北
朝
に
お
い
て
も
、
官
を
離
れ
て
自
ら
の
是
と
す
る
と
こ
ろ
を
追
求

す
る
生
き
方
が
、
主
流
と
ま
で
は
言
い
切
れ
な
い
も
の
の
、
あ
る
程
度
は
知
識

（
三
〇
）

人
階
層
の
中
か
ら
生
ま
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

結
び
―
―
北
朝
に
お
け
る
隱
逸
の
構
圖

北
朝
に
お
い
て
も
、
祖
鴻
勲
な
ど
知
識
人
層
を
中
心
に
、
隱
逸
を
志
向
し
た

人
物
は
確
か
に
い
た
。
だ
が
南
朝
に
比
す
れ
ば
や
は
り
少
な
い
。
そ
し
て
興
味

深
い
こ
と
に
、
祖
鴻
勲
は
書
簡
を
陽
休
之
に
送
っ
て
隱
逸
を
宣
言
し
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
そ
の
書
簡
に
續
く
彼
の
傳
記
に
據
れ
ば
、
彼
は
そ
の
文
才
を
買
わ

れ
て
で
あ
ろ
う
、
梁
か
ら
の
使
者
の
對
應
人
員
に
充
て
ら
れ
、
官
に
就
い
た
ま

ま
生
涯
を
閉
じ
た
の
で
あ
る
。
同
時
代
に
は
、
他
に
も
祖
鴻
勲
の
よ
う
に
官
位

（
三
一
）

に
就
く
こ
と
を
意
圖
的
に
拒
み
、
そ
の
望
み
を
一
度
は
達
成
し
な
が
ら
、
再
三

の
求
め
に
や
む
を
得
ず
再
び
官
位
に
就
い
た
人
物
が
い
た
。
こ
う
し
た
事
實
は
、

（
三
二
）

す
で
に
確
認
し
た
嚴
切
な
政
治
や
敎
化
と
無
關
係
で
は
な
い
。
北
朝
で
は
、
假

に
官
を
去
る
望
み
を
一
度
は
達
成
し
得
て
も
、
や
は
り
常
に
仕
官
が
求
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

北
朝
に
は
、
確
か
に
隱
逸
が
盛
ん
に
な
り
に
く
い
要
因
が
存
し
た
。
ま
ず
は

王
朝
の
側
か
ら
の
斷
え
閒
な
い
嚴
し
い
仕
官
の
要
求
で
あ
る
。
ま
た
王
朝
に
隱

逸
者
を
敎
化
の
名
の
下
に
管
理
し
よ
う
と
す
る
意
志
が
あ
り
、
隱
逸
を
許
容
す

る
餘
地
が
少
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
王
朝
へ
の
忠
を
と
か
く
重
要
視
す
る
意
識
が

あ
っ
た
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
な
る
ほ
ど
顏
之
推
の
言
う
よ
う
に
、
北
朝
は
政
治
・
敎

化
が
嚴
切
で
、
仕
官
し
た
人
閒
に
と
っ
て
隱
逸
と
い
う
選
擇
肢
は
、
そ
れ
を
望

ん
だ
と
し
て
も
か
な
り
取
り
に
く
い

況
に
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
北
朝
と
對
峙

狀

し
た
南
朝
と
は
大
き
な
徑
庭
が
あ
っ
た
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ

る
。以

上
本
稿
で
は
、
士
人
と
政
治
世
界
の
關
係
か
ら
、
北
朝
に
お
け
る
隱
逸
の

特
徴
を
追
っ
て
き
た
。
中
國
士
人
の
生
は
、
や
は
り
政
治
世
界
を
中
心
に
營
ま

れ
た
の
で
あ
り
、
隱
逸
と
は
、
政
治
世
界
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
指
し
た
で
あ
ろ

う
。
だ
が
隱
逸
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
き
、
政
治
的
な
要
因
の
他
に
も
、
文

化
的
あ
る
い
は
宗
教
的
な
樣
々
な
要
因
に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後
は
、

そ
う
し
た
觀
點
を
も
視
野
に
入
れ
て
南
朝
と
北
朝
を
比
較
し
、
そ
の
上
で
北
朝

の
隱
逸
を
位
置
づ
け
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

注
（
一
）
小
尾
郊
一
『
中
國
の
隱
遁
思
想

陶
淵
明
の
心
の
軌
跡
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
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八
八
）
、
神
樂
岡
昌
俊
『
隱
逸
の
思
想
』
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
〇
）
、
王
瑤
「
論

希
企
隱
逸
之
風
」
（
『
中
古
文
學
史
論
』
、
北
京
大
學
出
版
社
、
一
九
八
六
、
所
收
）

な
ど
が
、
隱
逸
の
發
生
と
そ
の
時
代
ご
と
の
變
遷
を
詳
説
し
て
い
る
。
ま
た
特
に

六
朝
期
の
隱
逸
に
つ
い
て
は
、
吉
川
忠
夫
「
序
章

六
朝
士
大
夫
の
精
神
生
活
」（
『
六

朝
精
神
史

究
』
、
同
朋
舎
、
一
九
八
四
、
所
收
）
、
參
照
。
だ
が
い
ず
れ
も
南
朝

硏

の
隱
逸
を
論
じ
る
の
み
で
、
北
朝
の
隱
逸
に
は
觸
れ
な
い
。
北
朝
の
隱
逸
は
、
『
中

外
日
報
』
社
説
「
隱
者
に
嚴
し
い
時
代
」
（
二
〇
〇
九
年
八
月
四
日
付
）
に
指
摘
が

あ
る
。

（
二
）
祝
尚
書
『
《
盧
思
道
集
》
校
注
』
（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
一
）
に
よ
る
。

（
三
）
『
北
齊
書
』
高
德
政
傳
。

（
四
）
北
周
は
『
周
書
』
寇
儁
傳
、
樂
遜
傳
な
ど
。
北
齊
は
『
北
齊
書
』
陽
斐
傳
、
斛

律
羨
傳
、
「
俄
而
文
宣
不
豫
、
斃
於
麴
糵
。
儲
君
繼
體
、
纔

數
旬
、
近
習
預
權
、

歷

小
人
並
進
。
楊
公
慮
有
危
機
、
引
身
移
疾
、
幼
主
若
喪
股
肱
、
固
相
敦
勉
」
（
「
北

齊
興
亡
論
」
）
な
ど
。

（
五
）
『
晉
書
』
隱
逸
・
謝
敷
傳
「
初
、
月
犯
少
微
。
少
微
、
一
名
處
士
星
、
占
者
以
隱

士
當
之
」
。

（
六
）
子
州
支
伯
に
つ
い
て
は
『
莊
子
』
讓
王
に
見
え
、
滄
州
と
の
關
わ
り
は
阮
籍
・

爲
鄭
沖
勸
晉
王
牋
「
臨
滄
州
而
謝
支
伯
、
登
箕
山
以
揖
許
由
」
。

（
七
）
『
楚
辭
』
離
騒
「
扈
江
離
與
辟
芷
兮
、
紉
秋
蘭
以
爲
佩
」
。

（
八
）
『
楚
辭
』
招
隱
士
序
「
招
隱
士
者
、
淮
南
小
山
之
所
作
也
。
昔
淮
南
王
安
、
博
雅

好
古
、
招
懷
天
下
俊
偉
之
士
。
自
八
公
之
徒
、
咸
慕
其
德
、
而
歸
其
仁
、
各
竭
才

智
、
著
作
篇
章
、
分
造
辭
賦
、
以
類
相
從
。
故
或
稱
小
山
、
或
稱
大
山
、
其
義
猶

詩
有
小
雅
・
大
雅
也
。
小
山
之
徒
、
閔
傷
屈
原
、
又
怪
其
文
昇
天
乘
雲
、
役
使
百

神
、
似
若
仙
者
、
雖
身
沈
沒
、
名
德
顯
聞
、
與
隱
處
山
澤
無
異
、
故
作
招
隱
士
之

賦
、
以
章
其
志
也
」
。

（
九
）
小
尾
郊
一
「
「
招
隱
」
の
詩
」
（
『
中
國
文
學
に
現
わ
れ
た
自
然
と
自
然
觀
』
、
岩

波
書
店
、
一
九
六
二
、
所
收
）
、
參
照
。

（
一
〇

）
「
（
謝
萬
）
工
言
論
、
善
屬
文
。
敘
漁
父
・
屈
原
・
季
主
・
賈
誼
・
楚
老
・
龔
勝

・
孫
登
・

康
四
隱
四
顯
爲
八
賢
論
。
其
旨
以
處
者
爲
優
、
出
者
爲
劣
」（
『
晉
書
』

嵇

謝
萬
傳
）
か
ら
、
「
四
隱
」
を
漁
父
・
季
主
・
楚
老
・
孫
登
の
四
人
と
す
る
可
能
性

も
あ
る
。
す
る
と
結
び
の
二
句
は
「
ど
う
し
て
あ
の
四
人
の
隱
士
と
同
じ
で
あ
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
か
、
世
に
出
て
來
て
私
の
政
治
に
參
畫
し
て
く
だ
さ
い
」
と
解

釋
さ
れ
、
謝
萬
は
出
仕
す
る
四
賢
を
是
と
、
隱
逸
す
る
四
隱
を
非
と
し
た
こ
と
か

ら
、
明
帝
の
詩
は
や
は
り
韋

に
出
仕
を
求
め
、
む
し
ろ
仕
官
を
よ
り
強
く
要
求

敻

し
た
こ
と
に
な
る
。
だ
が
結
び
の
二
句
に
至
る
ま
で
の
詩
の
流
れ
か
ら
、
そ
う
し

た
解
釋
は
や
や
唐
突
で
強
過
ぎ
る
と
感
ず
る
。
ま
た
『
藝
文
類
聚
』
卷
三
十
六
・

隱
逸
（
詩
題
「
贈
韋
居
士
」
）
で
は
「
詎
」
字
を
「
儻
」
字
に
作
り
、
そ
う
で
あ
れ

ば
「
四
隱
」
は
一
度
で
も
世
に
出
て
來
た
隱
士
た
ち
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
あ

る
い
は
『
文
苑
英
華
』
卷
二
三
二
（
詩
題
「
招
隱
士
逍
遥
公
韋

」
。
韋

の
傳
に

敻

敻

據
る
限
り
、
「
逍
遥
公
」
は
こ
の
詩
と
そ
の
返
詩
の
や
り
取
り
が
行
な
わ
れ
た
後
の

號
で
あ
り
、
こ
の
詩
題
は
後
世
の
命
名
に
係
ろ
う
）
で
は
、
「
四
隱
」
を
「
四
皓
」

に
作
る
。
確
か
に
「
詎
」
字
を
「
儻
」
字
に
作
る
の
は
『
藝
文
類
聚
』
の
み
で
、『
文

苑
英
華
』
が
「
四
隱
」
を
「
商
山
四
皓
」
と
し
て
改
字
し
た
可
能
性
は
あ
る
が
、

こ
う
し
た
點
か
ら
も
、
こ
の
詩
の
「
四
隱
」
を
積
極
的
に
『
晉
書
』
謝
萬
傳
の
「
四

隱
」
と
は
し
難
い
。

（
一
一

）
吉
川
氏
前
掲
書
二
八
〇
頁
及
び
黃
惠
賢
・
陳
鋒
主
編
『
中
國
俸
祿
制
度
史
』
（
武

漢
大
學
出
版
社
、
一
九
九
六
）
第
三
章
第
四
節
「
北
齊
北
周
的
俸
祿
制
度
」
、
參
照
。

（
一
二

）
『
韓
非
子
』
外
儲
説
右
上
。

（
一
三

）
注
（
一
）
所
掲
。

（
一
四

）
『
宋
書
』
隱
逸
傳
と
そ
こ
に
表
出
さ
れ
た
沈
約
の
隱
逸
觀
に
つ
い
て
は
、
神
塚
淑

子
「
沈
約
の
隱
逸
思
想
」
（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
三
十
一
集
、
一
九
七
九
）
、
吉

川
氏
前
掲
書
二
二
五
頁
な
ど
、
參
照
。

（
一
五

）
唐
長
孺
『
魏
晉
南
北
朝
史
論
捨
遺
』
、
中
華
書
局
、
一
九
八
三
、
所
收
。

（
一
六

）
「
愔
謂
榮
貴
曰
、
僕
家
世
忠
臣
、
輸
誠
魏
室
、
家
亡
國
破
、
一
至
於
此
。
雖
曰
囚
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虜
、
復
何
面
目
見
君
父
之
讐
。
得
自
縊
於
一
繩
、
傳
首
而
去
、
君
之
惠
也
」
（
『
北

齊
書
』
楊
愔
傳
）
、
「
累
遷
驃
騎
大
將
軍
・
東
徐
州
刺
史
。
解
州
還
、
遂
稱
老
疾
、

不
求
仕
。
齊
受
禪
、
追
璵
兼
前
將
軍
、
導
從
於
圓
丘
行
禮
。
璵
意
不
願
策
名
兩
朝
、

雖
以
宿
舊
被

、
過
事
即

朝
請
。
天
保
四
年
卒
」
（
『
北
齊
書
』
李
璵
傳
）
、
「
周

徵

絶

帝
見
之
曰
、
何
不
早
下
。
伏
流
涕
而
對
曰
、
臣
三
世
蒙
齊
家
衣
食
、
被
任
如
此
、

革
命
不
能
自
死
、
羞
見
天
地
。
…
…
後
主
失
并
州
、
使
開
府
紇
奚
永
安
告
急
於
突

厥
他
鉢
略
可
汗
。
及
聞
齊
滅
、
他
鉢
處
永
安
於
吐
谷
渾
使
下
。
永
安
抗
言
曰
、
本

國
既
敗
、
永
安
豈
惜
賤
命
。
欲
閉
氣
自

、
恐
天
下
不
知
大
齊
有
死
節
臣
。
唯
乞

絶

一
刀
、
以
顯
示
遠
近
」
（
『
北
齊
書
』
傅
伏
傳
）
な
ど
。

（
一
七

）
他
に
「
屬
魏
孝
武
西
遷
、
東
魏
遣
侯
景
率
衆
寇
荊
州
。
寧
隨
勝
奔
梁
。
梁
武
帝

引
寧
至
香
磴
前
、
謂
之
曰
、
觀
卿
風
表
、
終
至
富
貴
、
我
當
使
卿
衣
錦
還

。
寧

鄉

答
曰
、
臣
世
荷
魏
恩
、
位
爲
列
將
。
天
長
喪
亂
、
本
朝
傾
覆
、
不
能
北
面
逆
賊
、

幸
得
息
肩
有
道
。
儻
如
明
詔
、
欣
幸
實
多
。
因
涕
泣
橫
流
、
梁
武
爲
之
動
容
。
在

梁
二
年
、
勝
乃
與
寧
密
圖
歸
計
」
（
『
周
書
』
史
寧
傳
）
、
「
屬
隋
文
帝
初
爲
相
國
、

百
官
皆
勸
進
。
熾
自
以
累
代
受
恩
、
遂
不
肯
署
牋
。
時
人
高
其
節
。
隋
文
帝
踐
極
、

拜
太
傅
、
加
殊
禮
、
贊
拜
不
名
」（
『
周
書
』
竇
熾
傳
）
、「
敷
少
有
志
操
、
重
然
諾
。

每
覽
書
傳
、
見
忠
臣
烈
士
之
事
、
常
慨
然
景
慕
之
。
…
…
齊
將
段
孝
先
率
衆
五
萬

來
寇
、
梯
衝
地
道
、
晝
夜
攻
城
。
…
…
敷
知
必
陷
沒
、
乃
召
其
衆
謂
之
曰
、
…
…

守
死
窮
城
、
非
丈
夫
也
。
今
勝
兵
之
士
、
猶
數
百
人
、
欲
突
圍
出
戰
、
死
生
一
決
。

儻
或
得
免
、
猶
冀
生
還
、
受
罪
闕
庭
。
孰
與
死
於
寇
乎
。
吾
計
決
矣
、
於
諸
君
意

何
如
。
衆
咸
涕
泣
從
命
。
…
…
敷
殊
死
戰
、
矢
盡
、
爲
孝
先
所
擒
。
齊
人
方
欲
任

用
之
、
敷
不
爲
之
屈
、
遂
以
憂
懼
卒
於
鄴
」
（
『
周
書
』
楊
敷
傳
）
、
「
（
賀
抜
勝
）
敗

績
、
遂
將
麾
下
數
百
騎
南
奔
於
梁
。
謙
亦
與
勝
俱
行
。
及
至
梁
、
每
乞
師
赴
援
。

梁
武
帝
雖
不
爲
出
軍
、
而
嘉
勝
等
志
節
、
竝
許
其
還
國
。
乃
分
謙
先
還
、
且
通
隣

好
。
魏
文
帝
見
謙
甚
悅
、
謂
之
曰
、
卿
出
萬
死
之
中
、
投
身
江
外
。
今
得
生
還
本

朝
、
豈
非
忠
貞
之
報
也
。
太
祖
素
聞
謙
名
、
甚
禮
之
」（
『
周
書
』
崔
謙
傳
）
な
ど
。

（
一
八

）
『
禮
記
』
喪
服
四
制
「
門
内
之
治
、
恩
揜
義
。
門
外
之
治
、
義
斷
恩
」
。

（
一
九

）
『
周
易
』
繋
辭
傳
上
。

（
二
〇

）
興
味
深
い
の
は
、
『
顏
氏
家
訓
』
歸
心
篇
に
「
抑
又
論
之
。
求
道
者
、
身
計
也
。

惜
費
者
、
國
謀
也
。
身
計
國
謀
、
不
可
兩
遂
。
誠
臣
徇
主
而
棄
親
、
孝
子
安
家
而

忘
國
、
各
有
行
也
」
と
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
認
識
が
顏
之
推
の
一
生
の
ど

の
時
點
で
明
確
に
な
っ
た
の
か
、
そ
し
て
彼
の
佛
敎
に
對
す
る
意
識
と
ど
う
連
關

す
る
の
か
、
他
日
稿
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
二
一

）
清
・
趙
翼
『
陔
餘
叢
考
』
卷
十
七
「
六
朝
忠
臣
無
殉
節
者
」
な
ど
は
、
南
北
朝

の
王
朝
交
替
時
に
王
朝
を
裏
切
っ
た
人
閒
を
具
に
擧
げ
、
彼
ら
に
節
義
の
概
念
は

定
着
せ
ず
、
宋
代
以
降
に
な
っ
て
や
っ
と
儒
學
が
節
義
を
明
ら
か
に
し
た
と
論
じ

る
。

（
二
二

）
松
岡
榮
志
「
陽
休
之
と
祖
鴻
勲
―
陶
淵
明
へ
の
距
離
」
（
大
塚
漢
文
學
會
『
中
國

文
化
』
四
八
、
一
九
九
〇
）
は
、
こ
の
書
簡
の
陶
淵
明
の
影
響
を
論
じ
る
。

（
二
三

）
小
尾
氏
注
（
九
）
所
掲
書
五
九
八
頁
、
參
照
。

（
二
四

）
注
（
一
）
所
掲
書
、
注
（
九
）
所
掲
書
、
及
び
呉
世
昌
「
魏
晉
風
流
與
私
家
園

林
」
（
『
羅
音
室
學
術
論
著
』
第
一
卷
・
文
史
雜
著
、
中
國
文
藝
聨
合
出
版
、
一
九

八
四
、
所
收
）
な
ど
、
參
照
。

（
二
五

）
「
避

朱
之
難

、
匿
於
嵩
山
」
（
『
北
齊
書
』
元

韶

傳

）
、
「
愔
以
世
故
未
夷
、
志

尒

在
潛
退
、
乃
謝
病
、
與
友
人
中
直
侍
郎
河
閒
邢
卲
隱
於
嵩
山
。
及
莊
帝
誅

朱
榮
、

尒

其
從
兄
侃
參
贊
帷
幄
。
朝
廷
以
其
父
津
爲
并
州
刺
史
・
北
道
大
行
臺
、
愔
隨
之
任
。

…
…
愔
從
兄
幼
卿
爲
岐
州
刺
史
、
以
直
言
忤
旨
見
誅
。
愔
聞
之
悲
懼
、
因
哀
感
發

疾
、
後
取
急
就
雁
門

湯
療
疾
。
郭
秀
素
害
其
能
、
因
致
書
恐
之
曰
、
高
王
欲
送

溫

卿
於
帝
所
。
仍
勸
其
逃
亡
。
愔
遂
棄
衣
冠
於
水
濱
、
若
自
沉
者
、
變
易
名
姓
、
自

稱
劉
士
安
、
入
嵩
山
、
與
沙
門
曇
謨

等
屏
居
削
迹
。
又
潛
之
光
州
、
因
東
入
田

徵

橫
島
、
以
講
誦
爲
業
。
海
隅
之
士
、
謂
之
劉
先
生
。
太
守
王
元
景
陰
佑
之
。
神
武

知
愔
存
、
遣
愔
從
兄
寶
猗
齎
書
慰

、
仍
遣
光
州
刺
史
奚
思
業
令
搜
訪
、
以
禮
發

喻

遣
。
神
武
見
之
悅
、
除
太
原
公
開
府
司
馬
、
轉
長
史
、
復
授
大
行
臺
右
丞
、
封
華

陰
縣
侯
、
遷
給
事

門
侍
郎
、
妻
以
庶
女
」
（
『
北
齊
書
』
楊
愔
傳
）
、
「
以
天
下
方

黃
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亂
、
遂
解
官
侍
養
、
隱
於
林
慮
山
。
武
定
中
、
文
襄

爲
大
將
軍
府
功
曹
」
（
『
北

徵

齊
書
』
元
文
遙
傳
）
。

（
二
六

）
謐
不
飮
酒
、
好
音
律
、
愛
樂
山
水
。
高
尚
之
情
、
長
而
彌
固
、
一
遇
其
賞
、
悠

爾
忘
歸
。

（
二
七

）
た
だ
北
朝
で
も
、
例
え
ば
「
性
不
飲
酒
、
而
雅
好
賓
遊
。
每
良
辰
美
景
、
必
招

引
時
彥
、
宴
賞
留
連
、
閒
以
篇
什
。
當
時
人
物
、
以
此
重
之
」
（
『
周
書
』
裴
寛
傳

附
弟
漢
）
と
あ
り
、
自
然
を
鑑
賞
す
る
態
度
が
あ
る
程
度
の
範
圍
の
人
々
の
閒
で

重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
二
八

）
呉
氏
前
掲
論
文
は
、
『
洛
陽
伽
藍
記
』
な
ど
か
ら
、
北
朝
の
王
公
貴
族
層
に
自
然

愛
好
の
精
神
が
あ
っ
た
と
指
摘
す
る
。
だ
が
そ
の
愛
好
に
、
南
朝
が
自
然
を
「
退

隱
の
場
所
」
と
し
た
質
素
さ
は
な
く
、
む
し
ろ
園
林
の
中
に
高
層
建
築
を
建
て
て

絢
爛
豪
華
に
飾
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
と
も
言
う
。

（
二
九

）
松
岡
氏
前
掲
論
文
、
參
照
。

（
三
〇

）
例
え
ば
南
朝
で
は
、
隱
者
の
下
に
大
き
な
學
團
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
が
當
時
の

知
識
人
層
に
大
き
な
影
響
力
を
有
し
た
こ
と
を
示
す
記
述
は
、
史
書
に
散
見
さ
れ

る
。
だ
が
北
朝
は
、
も
ち
ろ
ん
官
を
去
っ
た
人
閒
が
門
徒
を
抱
え
、
彼
ら
に
學
を

講
じ
て
生
計
を
立
て
て
い
た
こ
と
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
南
朝
ほ
ど
の
大
き
な

知
識
人
層
の
集
團
を
形
成
し
て
い
た
か
は
疑
問
で
あ
る
。

（
三
一

）
梁
使
將
至
、
勑
鴻
勳
對
客
。
高
祖
曾

至
并
州
、
作
晉
祠
記
、
好
事
者
玩
其
文
。

徵

位
至
高
陽
太
守
、
在
官
清
素
、
妻
子
不
免
寒
餒
、
時
議
高
之
。
天
保
初
卒
官
。

（
三
二

）
「
爲
賀
拔
勝
荊
州
開
府
長
史
。
勝
不
用
其
計
、
棄
城
奔
梁
。
叔
武
歸
本
縣
、
築
室

臨
陂
、
優
遊
自
適
。
世
宗
降
辟
書
、
辭
疾
不
到
。
天
保
初
復

、
不
得
已
、
布
裘

徵

乘
露
車
至
鄴
。
楊
愔
往
候
之
、
以
爲
司
徒
諮
議
、
稱
疾
不
受
。
肅
宗
即
位
、
召
爲

太
子
中
庶
子
、
加
銀
青
光
祿
大
夫
。
…
…
又
願
自
居
平
陽
、
成
此
謀
略
。
…
…
世

祖
踐
阼
、
拜
儀
同
三
司
・
都
官
尚
書
、
出
爲
合
州
刺
史
。
武
平
中
、
遷
太
子
詹
事

・
右
光
祿
大
夫
」
（
『
北
齊
書
』
盧
叔
武
傳
）
、
「
既
而
樊
子
鵠
爲
吏
部
尚
書
、
其
兄

義
爲
揚
州
刺
史
、
乃
以
虯
爲
揚
州
中
從
事
、
加
鎮
遠
將
軍
。
非
其
好
也
、
並
棄
官

還
洛
陽
。
屬
天
下
喪
亂
、
乃
退
耕
於
陽
城
、
有
終
焉
之
志
。
大
統
三
年
、
馮
翊
王

元
季
海
・
領
軍
獨
孤
信
鎭
洛
陽
。
于
時
舊
京
荒
廢
、
人
物
罕
存
、
唯
有
虯
在
陽
城
、

裴
諏
在
潁
川
。
信
等
乃
俱

之
、
以
虯
爲
行
臺
郎
中
、
諏
爲
北
府
屬
、
並
掌
文
翰
。

徵

…
…
四
年
入
朝
、
周
文
帝
欲
官
之
、
虯
辭
母
老
、
乞
侍
醫
藥
。
周
文
許
焉
。
又
爲

獨
孤
信
開
府
從
事
中
郎
。
信
出
鎭
隴
右
、
因
爲
秦
州
刺
史
、
以
虯
爲
二
府
司
馬
」（
『
北

史
』
柳
虯
傳
）
。
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